
款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 重層的支援体制整備事業の推進

【経費内訳】

3 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 689 （一般財源） 8,352

2 給料 3,420

3 手当 1,788

4 共済費 2,067

10 需用費 4

11 使用料 197

12 委託料 187

計 8,352 計 8,352

【評価】

ー１ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町は行３つの離島を抱え地理的特殊性を持つ行政区となっています。複雑・多様化する地域問
題を多機関が情報を共有する事で迅速適切な課題解決が図れる一助になると考え、地域包括
支援センター等と連携して推進します。

具体的な
施策内容

・具体的には「チームせとうち　我が事・丸ごと支え愛地域づくり推進会議」の開催。
・｢相談支援部会」「住まい部会」｢しごと部会｣の取り組み。

●既存の相談支援機関と連携しながら、地域住民の複雑・多様化した生活課題に対応するため多機関協
働・多職種協働で、生活課題や地域課題を明らかにしながら、有効的な支援方法の検討など地域の困りごと
を支援するネットワークの構築、地域包括ケアの深化を図り地域共生社会体制づくりを推進した。
▶地域づくり推進会議：１回
▶相談支援部回　　 ：１回
▶住まい部会　　　 ：1回（居住支援協議会）



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 会計名

事業名 居住支援協議会

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー２ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　住宅確保要配慮者（高齢者、障害者、被災者、生活困窮等住宅の確保に特に配慮を要する
者）の民間賃貸住宅等（新たな住宅セーフティネット制度における住宅確保要配慮者の入居を拒
まない賃貸住宅等）への円滑な入居の促進を図る。

具体的な
施策内容

不動産関係団体、生活支援・就労支援、福祉関係団体、役場（福祉・建設・企画）等の関係機関が
連携して、住宅確保要配慮者を支援していくネットワークの構築を図る。（我が事・丸ごと支えあい
地域づくり推進会議に「居住支援協議会」の役割を位置付ける。）

●チームせとうち　我が事・丸ごと支え愛地域づくり推進会議において、鹿児島県居住支援協議会による内
容、役割、連携等の説明会を開催した。
令和5年度中の設立を目指す。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 特別会計 会計名 介護保険事業特別会計

事業名 地域包括ケアシステムの構築

【経費内訳】

5 3 1 事業
（単位：千円）

3
5

2
2

4
4

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 70 地域支援事業交付金 132

8 旅費 112 地域支援事業交付金 66

10 消耗品 161

（一般財源） 145

計 343 計 343

【評価】

ー３ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
住み慣れた地域で、その人らしい生活が続けられるよう療介護・福祉連携ネットワークを構築し、地
域課題や有効な支援方法を明らかにしながら多機関協働・多職種協働による地域包括ケアシス
テムの深化を図る。

具体的な
施策内容

町内の居宅介護支援事業所のケアマネジャー、地域包括支援センター、医療機関、保健師、管理
栄養士、認定調査員、事業所のケアマネジャー、保険者等の多機関・多職種が毎月１回定期的に
個別ケア会議を開催し、自立支援・重度化防止等に向けた検討を図り、適切なサービスの提供や
多職種のネットワークの構築、地域包括ケアシステムの深化を図る。

●多機関・多職種が毎月１回定期的に個別ケア会議を開催し、自立支援・重度化防止等に向けた検討を図
り、適切なサービスの提供や多職種のネットワークの構築、地域包括ケアシステムの深化を図る。
★地域ケア個別会議：7回



款 項 目 2 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 特別会計 会計名 介護保険事業特別会計

事業名 地域介護予防活動支援事業（元気高齢者得トクポイント事業）

【経費内訳】

5 1 2 事業
（単位：千円）

5 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 1,759 高齢者元気度アップ・ポイント事業 498

10 消耗品 17

（一般財源） 1,278

計 1,776 計 1,776

【評価】

ー４ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
地域において介護予防に資する自発的な活動が広く実施され、地域の高齢者が自ら要介護状態
にならない為の健康づくりや介護予防活動に参加し、介護予防に向けた取り組みが主体的に実
施されるような地域社会の構築を目指して、介護予防の知識の普及や活動の支援を行う。

具体的な
施策内容

介護認定を受けていない高齢者が、自ら行う健康づくり（検診の受診を含む）や介護予防活動、地
域の支えてとしての社会参加活動に対してポイントを付与し、元気づくりや介護予防、生きがいづく
り、地域を豊かにする地域づくりの取り組みを推進する。

●高齢者が自ら行う健康づくり、介護予防活動に対してポイントを付与し、地域商品券と交換することで、介
護予防教室への参加促進や健康づくり（健診の受診）へ意識づくりが広がっている。また、介護給付費の抑
制や地域商品券への交換により地域経済へも還元でき、地域経済への活性化にも貢献できていると考えて
いる。
★参加者延べ人数：1541名　ポイント交換者数：628名（商品券：3519枚）



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 離島地域出産支援事業

【経費内訳】

4 1 3 事業
（単位：千円）

15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 離島地域出産支援事業費助成金 121 離島地域出産支援事業費補助金 37

（一般財源） 84

計 121 計 121

【評価】

－５ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内加計呂麻島・与路島・請島に居住する妊婦に対し、健康診査を受けるため各離島から奄美
大島本島までの一部を助成することにより、赤ちゃんとお母さんの健康と健やかな成長を願い次
世代の育成支援を目的とする。

具体的な
施策内容

加計呂麻島・与路島・請島から古仁屋港までの船代及び宿泊費を助成

●本事業の実施により、町内の離島（加計呂麻島・請島・与路島）に居住している経済的負担の軽減により、
少子化対策が図られた。
（交通費）　　　　　　　　（宿泊費）
　実人員：１名　　　　　　　　実人員：１名
　助成額：46,400円　　　　　助成額：：75,000円



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 妊婦健康診査交通費等支援事業

【経費内訳】

4 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18
113 妊婦健診受診交通
費等支援事業助成金

996 （一般財源） 996

計 996 計 996

【評価】

ー６ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内に居住する妊婦に対し、健康診査を受けるため必要な交通費等の一部を助成することによ
り、赤ちゃんとお母さんの健康と健やかな成長を願い次世代の育成支援を目的とする。

具体的な
施策内容

妊婦健診を受診する際の交通費及び宿泊費を助成

●妊婦世帯の経済的負担の軽減を図ることで、子育て環境の満足度向上に資する施策として実施した。今
後も、少子化対策への切れ目のない支援の一つとして取り組んでいく
（交通費）　　　　　　　　　　（宿泊費）
　実人員：49名　　　　　　　　　実人員：2名
　助成額：966,000円　　　　　　 助成額：30,000円



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 妊婦・乳幼児健康診査

【経費内訳】

4 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12
043 妊婦乳幼児健康診
査委託料

5,832 （一般財源） 5,832

計 5,832 計 5,832

【評価】

ー７ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内に居住する妊婦の安心安全な出産のため、また乳幼児の健康保持、増進のため健康診査を
実施する。

具体的な
施策内容

・妊婦一般健康診査
・乳幼児一般健康診査
・乳幼児むし歯予防処置（2歳6ヶ月）

●本事業の実施により、町内に居住している妊婦及び乳幼児の健康管理が図られた。

・妊婦一般健康診査： 受診実人員（81名）　受診延べ人員（554名）
・乳幼児一般健康診査 ： 受診実人員（172名）　受診延べ人員（236名）
・乳幼児むし歯予防処置（2歳6ヶ月）：受診実人員（31名）



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 相談支援（ママのほっとサロン）

【経費内訳】

4 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 144 11 妊娠・出産包括支援事業費補助金 88

13 車両船舶借上料 32 （一般財源） 88

計 176 計 176

【評価】

ー８ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
身近に相談できるものがいないなど、支援を受けることが適当と判断される妊産婦及び家族に
対し相談支援・情報提供・助言その他の支援を行う。

具体的な
施策内容

町内在住の妊婦さんと先輩ママ（およそ生後6ヶ月までのお子さんのある方）との交流会を実施し、
妊娠・子育てへの不安を解消する。
毎月第４水曜日9：00～11：30

●この事業を行うことで、先輩ママとの情報交換により、初めての妊娠、初めての子育てにおける不安の解
消に努めることができた。
実施回数：１１回
実人数：31人
延べ人数：65人



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 産後ケア事業

【経費内訳】

4 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 産後ケア業務委託料 246 11 妊娠・出産包括支援事業費補助金 123

（一般財源） 123

計 246 計 246

【評価】

ー９ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てができる
支援体制の確保を目的とする。

具体的な
施策内容

母子の居宅を訪問し、母体の心身ケア、乳児ケアを実施するとともに育児指導を行う。

●本事業の実施により、母体の心身ケア、乳児ケアを行い、安心して子育てを行う環境づくりができた。
実施件数：41件



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

1

1

2

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 子育て世代包括支援センター設置

【経費内訳】

4 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 1,132 11 子ども・子育て支援交付金（国・県費含む） 6,673

2 給料 2,970 （一般財源） 1,336

3 職員手当等 1,875

4 共済費 1,944

10 消耗品 88

計 8,009 計 8,009

【評価】

ー10ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
子どもを安心して出産し、また、生まれた子どもが健やかに成長していけるよう、出産前から出産
後、乳幼児期、さらにその先へと、切れ目のない支援を行うことを目的とする。

具体的な
施策内容

保健師等の専門職が、妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保健や育児に関する妊産婦等
からの様々な相談に応じ、その状況を継続的に把握し、支援を必要とする者が利用できる母子保
健サービス等の情報提供を行うとともに、関係機関と協力して支援プランの策定などを行う。

●「子育て世代包括支援センター」を設置することで、出産前から出産後、乳幼児期、さらにその先へと、切
れ目のない支援を行うことができ、不安や心配事の解消に努めることができた。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 利用料無償化事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

計 0 計 0

【評価】

ー11ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育の重要性や子育て教育に係る費用負担の軽減を
図る少子化対策の観点などから3歳～5歳（小学校就学前まで）の子どもおよび町民税非課税世
帯の0歳～2歳の子どもを対象に幼児教育・保育の無償化を実施する。

具体的な
施策内容

0歳～2歳　12人
3歳～5歳　41人

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図ることがで
きた。



款 項 目 1 款 項 目
5
7

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域型保育給付事業

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

14
15

1
1

1
1 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 64,002 2 国庫支出金 39,345

2 県支出金 14,152

（一般財源） 10,505

計 64,002 計 64,002

【評価】

ー12ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
事業所内保育施設や小規模保育事業施設等において，３歳未満児を対象に保育を行い，給付費
等の支給に要する費用の一部を負担することにより，子どもが健やかに成長するように支援する
ことを目的とする。

具体的な
施策内容

負担金
　社会福祉法人　潤生会保育園　　　　 ３３，４９６，５１１円
　日本基督教団瀬戸内教会 かな保育園　 ３０，５０５，３６６円

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図ることがで
きた。



款 項 目 1 款 項 目
3
3

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 放課後児童クラブ

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

14
15

2
2

2
2 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 6,568 2 国庫支出金 2,409

2 県支出金 2,409

（一般財源） 1,750

計 6,568 計 6,568

【評価】

ー13ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
昼間保護者のいない家庭の小学校に就学している児童を対象に，授業の終了後に学校の空き
教室を利用して適切な遊び及び生活の場を与えることにより，児童の健全な育成を図る。

具体的な
施策内容

古仁屋児童クラブ
開所時間　平日　　　13：00～19：00
　　　　　長期休暇　08：00～19：00
年間開所日数　294日間
児童数　54人

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図ることがで
きた。



款 項 目 1 款 項 目
3
2

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 子ども医療費助成事業

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

2
2 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 22,422
2
8

県支出金 4,552

6
7

地方債（過疎ソフト債） 9,500

（一般財源） 8,370

計 22,422 計 22,422

【評価】

ー14ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
高校３年生までの子どもを対象に，窓口での個人負担分を助成することにより子育て世帯の負担
軽減を図り，健康の保持推進を図る。子どもの疾病の早期発見と早期治療を促進し，こどもの健
康の保持増進を図るため，子どもの保健診療に係る医療費の一部を助成する。

具体的な
施策内容

乳幼児医療費助成金　10,789,091円　児童・生徒医療費助成金　8,751,761円 子ども医療給付事業助成　2,880,918円
【登録者】乳幼児医療費助成　338人　児童・生徒医療費助成557人 子ども医療給付事業助成　156人
合計 1,040人
【延べ件数】乳幼児医療費助成　3,813件　児童・生徒医療費助成3,169件 乳幼児医療給付事業助成　1,139件
合計 7,463件
※地方債は過疎ソフト債

●窓口での個人負担分を助成することにより子育て世帯の負担軽減を図り，健康の保持推進を図ることがで
きた。



款 項 目 1 款 項 目 3

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ひとり親家庭医療費助成事業

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

15 2 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 3,795 1 県補助金 1,893

（一般財源） 1,902

計 3,795 計 3,795

【評価】

ー15ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
母子父子家庭等の方々の生活の安定と健康の保持を図るために、医療費の自己負担分を助成
する制度。対象者としてはひとり親家庭の父または母及び児童、父母のない児童。

具体的な
施策内容

ひとり親家庭医療費助成金　3,795,468円　
【登録者】　母子・母　96人　母子・児童　148人　父子・父11人　父子・児童　17人　
　　　　　父母のいない児童　3人　合計275人
【延べ件数】母子・母　647件　母子・児童　417件　父子　父64件　父子・児童　29件
　　　　　父母のいない児童　0件　合計1,157件　

●０歳～18歳までのひとり親養育者への医療支援の継続や子育て世代包括支援センターとも連携すること
で、切れ目のない支援を実現することができた。



款 項 目 1 款 項 目
3
5

細
節

12

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 児童手当支給事業

【経費内訳】

3 2 2 事業
（単位：千円）

14
15

1
1

1
1 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 100,060 3 国庫負担金 68,954

1 県負担金 15,553

（一般財源） 15,553

計 100,060 計 100,060

【評価】

ー16ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
児童を養育している方に,手当を支給することにより,家庭における生活の安定に寄与するととも
に、次代の社会をになう児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的とする。

具体的な
施策内容

児童手当　支給件数　1,292件（6月449件　10月418件　2月425件）
　　　　　支給合計　100,060,000円（6月33,880千円　10月32,730千円　2月33,450千円）

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図ることがで
きた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域活性化定住促進事業（出産祝金支給事業）

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 2,400

（一般財源） 2,400

計 2,400 計 2,400

【評価】

ー17ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町に住所を有し居住している者の出産に対してこれを祝福し，出生児の健やかな成長に寄与
するため，瀬戸内町出産祝金を支給する。町の将来の活力を支えていく子どもの出生を奨励する
ことを目的とする。

具体的な
施策内容

５０，０００円×４８名＝２，４００，０００円

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく子どもの出生を奨励することができた。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

2

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域活性化定住促進事業（入学祝金支給事業）

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

21 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 3,950 4 地方債（過疎ソフト債） 3,900

（一般財源） 50

計 3,950 計 3,950

【評価】

ー18ー

令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
小学校及び高校に入学された児童・生徒を養育している方に祝金を支給することにより、次代を
担う児童・生徒の健全育成を目的とする。

具体的な
施策内容

小学校入学　５０，０００円×７０人＝３，５００，０００円
高校入学　５０，０００円×９人＝４５０，０００円　　合計　３，９５０，０００円
※地方債は過疎ソフト債　　　　　

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童・生徒の健全育成及び家庭生活の安定が図ること
ができた。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 瀬戸内消防分署 係名 救急係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 救急患者搬送艇おおとりの運用

【経費内訳】

9 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

3 船長手当 120

（一般財源） 120

計 120 計 120

【評価】

ー19ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 救急患者搬送艇おおとりにおける救急救命活動の充実。

具体的な
施策内容

奄美ドクターヘリ及び，高規格救急自動車と連携した出場。
船長3名体制から4名体制とし，甲乙各隊へ2名を配置。

●3離島のほか，本島側西方地区の救急においても，高規格救急自動車と連携した出場体制としまた，事案
に応じて奄美ドクターヘリと連携し，迅速かつ的確な対応が図られた。また，代理船長を1名増員し，4名体制
とすることで，船長を兼務する職員の負担軽減が図られた。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 医事・庶務係

会計区分 特別会計 会計名 巡回診療施設特別会計

事業名 電話による初診からの診療

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

- -

計 0 計 0

【評価】

ー20ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
（診療体制の充実）
　地域間の医療・介護の格差の是正に向けた遠隔健康医療相談などのICTを活用した相談・診
療体制の充実

具体的な
施策内容

これまで電話による診療は一時的な処方を対象とした再診のみであったが、コロナ禍において初
診からの診療が認められることとなり診療所においても活用することができた。

●コロナ禍において来院ぜずに診療が受けられることから患者の安心安全が図られた。
令和４年度　電話診療件数317件…初診51件、再診266件



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

3

1

10

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 健康増進事業

【経費内訳】

4 1 5 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 4 11 がん検診推進事業費補助金 188

10 印刷製本費 6 （一般財源） 218

11 郵便料 370

12 検診委託料 26

計 406 計 406

【評価】

ー21ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 健康寿命の延伸と生活の質の向上を図ることを目的とする。

具体的な
施策内容

各種がん検診（胃がん、子宮頚がん、肺がん、乳がん、大腸がん検診）において個別の受診勧奨・
再勧奨及びクーポン券の発行（子宮頸がん、乳がん、大腸がん）を行い、、がん検診の受診を促進
し、がんの早期発見につなげ、がんによる死亡者の減少を図る。

●本事業の実施により各種がん検診への受診率増及び受診の意識の向上に努めることができた。
各種健診（胃がん、子宮がん、肺がん、乳がん、大腸がん検診）
　受診勧奨者数：3,865人
　受診再勧奨者数：537人
　うち受診者数：956人
クーポン券発送
　子宮頸がん検診対象者数（21歳）：14人　受診者数：0人
　乳がん検診対象者数（41歳）：35人　受診者数：13人



款 項 目 ## 款 項 目

細
節

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ICT支援員

【経費内訳】

10 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 3,360

一般財源 3,360

計 3,360 計 3,360

【評価】

ー22ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 ＧＩＧＡスクール推進のための環境整備や授業補助、研修等の充実を図る。

具体的な
施策内容

・　ＧＩＧＡスクール推進のためのネットワーク環境等の整備
・　学習支援ソフト等の初期設定
・　タブレット端末利活用のための授業補助

　ネットワーク環境のトラブルや未然防止のため、定期的に学校訪問を行い、児童生徒や教職員のために活動し
た。
　校内研修の講師として、教職員にむけて、タブレット端末の利活用等研修を行い、活用の促進に努めている。ま
た、授業において児童生徒の補助をすることにより、安心して利用できる状況ができてた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

1

1

1

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 GIGAスクール推進事業

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 GIGA用無線AP増設 291

13
学習支援ソフト・フィルタリン
グソフト使用料（小）

4,247

13 プログラミング教育教材 132

13 ウイルス対策ソフト（小） 251

13
学習支援ソフト・フィルタリン
グソフト使用料（中）

2,089

13 ウイルス対策ソフト（中） 409

一般財源 7,419

計 7,419 計 7,419

【評価】

ー23ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
児童生徒の情報活用能力を育むとともに、プログラミング教育、情報モラルの育成の充実を求め
る。

具体的な
施策内容

・教科指導等におけるタブレットの効果的な活用
・テレビ会議システム活用によるリモート授業
・家庭でのオンライン学習の推進

●学校における高速大容量のネットワーク環境の整備により、全生徒が授業等で活用してもストレスなく行うこと
ができた。
　また、コロナウイルス感染症により、学校の臨時休業も余儀なくされる中、タブレットを持ち帰ることにより家庭でも
効果的に活用できた。その際、学習支援ソフトの利用により児童生徒の学びをとめずに学習の保障ができた。
　さらには、フィルタリングソフトの導入により、児童生徒が安心して利用できる環境を整えた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 校務支援システム・グループウェア活用

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 005_機器・システムリース料 5,058

一般財源 5,058

計 5,058 計 5,058

【評価】

ー24ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　校務支援システム・グループウェアの導入により，事務処理の簡素化・効率化を図り，教職員が子
ども達と向き合える時間を確保する。また，児童・生徒情報の一元管理により情報セキュリティリス
クを低減させると同時に，多元的な情報活用を可能とし，教育の質の向上を図る。

具体的な
施策内容

　校務支援システム・グループウェアを全教職員が活用し，校務の効率化・負担軽減を図る。
（　５年間の債務負担行為）

●校務支援システム・グループウェア―の導入により、事務処理の簡素化・効率化や児童・生徒情報の一元管理
により情報セキュリティﾘｽｸを低減させると同時に、多元的な情報活用を可能とし、教育の質の向上を図ることが
できた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

5

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 プログラミング教育用ロボットリース

【経費内訳】

10 2 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 機器リース料 406

一般財源 406

計 406 計 406

【評価】

ー25ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
プログラミング教育用ロボットの活用により、児童生徒のプログラミング教育への関心意欲を高め、
学習を充実させる。

具体的な
施策内容

・IBブロックを利用し、プログラミング教育を行う。
・ＩＣＴ支援員が学習の補助を行うことで授業を充実させている。

●ロボット教材を利用し、プログラミング教育を実践することで、プログラミング的思考を養いながら、情報教育への
興味関心を高めることができた。
　また、プログラミング的思考を養うことで、他教科への学力向上に繋がったり、コミニュケーション能力を育成す
ることができた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

1

1

3

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 外国青年招致事業

【経費内訳】

10 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 7,900

4 共済費 969

8 費用弁償 66

10 燃料費 6

13 使用料及び賃借料 318

18 負担金 227

一般財源 9,486

計 9,486 計 9,486

【評価】

ー26ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
英語を母国語とする外国語指導助手（ＡＬＴ）を２名配置することにより、児童生徒の外国語授業
の充実や外国語に対する関心意欲を高める。

具体的な
施策内容

・　ＡＬＴ２名配置（毎月１回以上各学校へ派遣する。）による授業の充実
・　Setouchi English デイキャンプの実施

授業において、ALTを学校に派遣することで、児童生徒は、外国語に対し興味や関心を高めることができた。
また、夏休みに実施する「SetouchiEnglishデイキャンプ」の講師として、児童への外国語活動を充実できた。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 池地小中学校屋内運動場大規模改修設計業務

【経費内訳】

10 2 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 4,752

一般財源 4,752

計 4,752 計 4,752

【評価】

ー27ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 安全・安心な学びの環境整備

具体的な
施策内容

屋内運動場の改修設計

施設の老朽化等もあり、R４年度に実施設計を行った。R５年度の工事着手に向け児童生徒及び、教職員の安心・
安全を確保するため、より良い設計もできた。



款 項 目 6 款 項 目

細
節

1

1

1

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 阿木名小学校教員住宅解体設計業務委託等

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 解体設計業務 990

12 解体工事管理業務 357

14 解体工事 10,313

12 地質調査 1,559

12 新築工事設計業務 4,829

一般財源 18,048

計 18,048 計 18,048

【評価】

ー28ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 老朽化により住居不可となった教員住宅の解体

具体的な
施策内容

阿木名小学校教員住宅の解体工事

●経年劣化により住居として利用することができなくなった教員住宅について、適切な方法で解体工事を行うこ
とができた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

12

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 エアコン取付

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 エアコン取付 4,196

一般財源 4,196

計 4,196 計 4,196

【評価】

ー29ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 安全・安心な学びの環境整備

具体的な
施策内容

特別教室等へのエアコン設置（１１台　１１ヵ所）

感染対策や安心・安全な学びの環境整備を行い、学習意欲の向上が図られた。



款 項 目
1
2

款 項 目 4

細
節

1

課名 教委総務課 係名 給食センター

会計区分 一般会計 会計名

事業名 給食センター建替事業

【経費内訳】

10 6 4 事業
（単位：千円）

14 2 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費（建替） 703,605 1 学校施設環境改善交付金 139,895

工事請負費（解体） 47,882 起債事業 611,500

（一般財源） 92

計 751,487 計 751,487

【評価】

ー30ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
当施設は，昭和54年に学校給食センターとして開設され，本年度42年が経過し，施設本体及び機
械設備が著しく老朽化し，衛生面等に配慮し，児童生徒が安全で安心できる給食を提供するため
に早急な整備を目的とする。

具体的な
施策内容

昨年度、給食センター工事請負契約を締結し，令和3年7月に工事着工し，令和4年8月1日に竣工
し，令和4年9月に供用。
①建替事業　703,605千円
②解体工事　47,882千円

●施設の設備や環境を改善（調理設備やキッチンのレイアウトの改善、衛生管理の強化）したことにより、調理の待
ち時間の短縮及び、食中毒の発生の減少、またスタッフの作業効率に改善が見られたことで、児童・生徒に安全・
安心でより効果的な給食の提供を実現することができた。　　　　　　　　　　



款 項 目 款 項 目

細
節

1

課名 教委総務課 係名 附属幼稚園

会計区分 一般会計 会計名

事業名 教育振興

【経費内訳】

10 4 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 169

一般財源 15

計 169 計 15

【評価】

ー31ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 教育文化の継承活動・運動能力向上

具体的な
施策内容

月に2回程度，島唄の講師を招いて，島唄の勉強を行い，発表会で披露する。
月2回、外部からの講師を招いて、運動指導を実施、園児の運動の向上を図る。
また、運動会に成果を披露する。

●令和2年度より実施し、3回目を迎える子ども達に郷土文化を継承するために役割を果たせた。
また、運動機能の向上に努めた。



款 項 目 4 款 項 目

細
節

1

1

1

1

1

課名 教委総務課 係名 附属幼稚園

会計区分 一般会計 会計名

事業名 信愛幼稚園公立移管円滑推進事業

【経費内訳】

10 4 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 300

10 需用費 3,519

11 役務費 9

12 委託料 1,999

17 備品購入費 479

一般財源 6,306

計 6,306 計 6,306

【評価】

ー32ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 私立から公立幼稚園の円滑推進を図る

具体的な
施策内容

環境整備を図る
ネットワーク構築、配食受入に伴う施設修繕等

●私立から公立への円滑な環境整備が図られた。



款 項 目 3 款 項 目 1

細
節

64

8

17

20

22

2

課名 教委総務課 係名 附属幼稚園

会計区分 一般会計 会計名

事業名 預かり保育

【経費内訳】

10 4 1 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計任用職員報酬 3,497 26 預かり保育料 597

3 期末手当 367

4 社会保険料 386

4 雇用保険料 40

4 労災保険料 10

10 消耗品費 567

一般財源 4,270

計 4,867 計 4,867

【評価】

ー33ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 職員を確保することにより安心安全な保育が実施できる。

具体的な
施策内容

預かり保育の職員の確保

●預かり保育の職員確保については、募集を実施しても確保ができなかったが、その代わり教育支援員、幼稚園
教諭の応援を得て安心・安全な保育を実施した。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

2

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 放課後子ども教室

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

15 2 7 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 放課後子ども教室 4,412 2 かごしま地域塾推進事業補助金 778

（一般財源） 3,634

計 4,412 計 4,412

【評価】

ー34ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
安心・安全な子ども達の活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て、子ども達と共に勉
強やスポーツ・文化活動、地域交流活動等の取り組みを推進する。

具体的な
施策内容

古仁屋小学校区・阿木名小学校区・嘉鉄小学校区・諸鈍小学校区の全児童生徒対象　　　　
令和４年度登録児童数　古仁屋教室４２名・阿木名教室１９名・嘉鉄教室１５名・諸鈍教室１０名　
令和４年度参加延べ人数及び、開校日数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
古仁屋教室（2083人/199日）・阿木名教室（1145人/214日）　　　　　　　　　　　　　　　　
・嘉鉄教室（1174人/111人）　・諸鈍教室（758人/165日）　　　

●地域の協力してくださる支援員やサポーターの方々のおかげで、４教室それぞれ特色ある活動を行えた一方
で、支援員不足が課題となっている。
●活動拠点については、公民館等を利用しているが、狭さや他の事業との兼ね合いもあり、4教室それぞれに課題
がある。嘉鉄教室は、出席率が高く、公民館の狭さが問題となり、学校側と協議し体育館の使用が認められ、公民
館と体育館を併用して活動した。学校側と子ども教室との責任の所在を明確にするため、協定書を作成し双方合
意している。
  令和４年度開校した諸鈍教室の会場は、学校の空き教室や、公民館等の公共施設など適した会場がなく、学校
から徒歩１分ほどの距離にある民家を借り会場とした。



款 項 目 1 款 項 目 3

細
節

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 留学児童生徒扶助

【経費内訳】

10
2
3

2 事業
（単位：千円）

15 2 7 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 025_留学児童生徒扶助 11,996 3 （奄振)留学支援事業費補助金 7,820

19 026_住宅扶助 394

一般財源 4,570

計 12,390 計 12,390

【評価】

ー35ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　本町の学校教育の振興と充実に期するため，町外に住む家族等が町内小学校（古仁屋小，阿
木名小除く）へ転入し，自然豊かな南国の島で地域の人々との触れ合いを通して子ども達の豊か
な人間性を育み，学校及び地域の活性化を図る。

具体的な
施策内容

●にほんの里・加計呂麻留学制度
　転入学する児童・生徒に1人当たり30,000円を中学校卒業月まで支給する。留学認定月から1年
間は，家賃の1/2（上限11,000円）を助成する。
●与路小・中学校留学里親制度
　　転入する児童・生徒1人当たり月50,000円を1年間助成する。（継続可）

●実績としては、令和２年度、留学生40人（加計呂麻留学：小学生25人、中学生11人、与路留学生：小学生3人、中
学生1人）、令和3年度、留学生36人（加計呂麻留学：小学生18人、中学生15人、与路留学生：小学生3人）、令和4年
度、留学生34人（加計呂麻留学：小学生21人、中学生9人、与路留学生：小学生4人）と若干児童生徒数は減少し
ているが、小規模校の学校存続に繋がっている。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

3

6

2

3

1

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 スクールバス運営費

【経費内訳】

10 3 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 826

10 修繕料 248

11 手数料 13

11 役務費 13

12 委託料 3,000

13 使用料及び賃借料 13

26 公課費 13 一般財源 4,126

計 4,126 計 4,126

【評価】

ー36ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
加計呂麻島の西方地区の児童生徒の通学の便益と安全を図り、学校教育の円滑な推進に資す
るため、スクールバスを運行する。

具体的な
施策内容

・　登下校の通学時の利用
・　水泳学習や集合学習等の学校行事の際に利用する。

●スクールバスの運行により、児童生徒の通学時の安全確保や保護者の負担軽減につながった。
また、水泳学習や学校行事の際に利用し、教育活動の充実につながった。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

2

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業

【経費内訳】

10 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 8_報償費 43 奄振交付金 6,864

18 　補助金 18,822 一般財源 12,001

計 18,865 計 18,865

【評価】

ー37ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
古仁屋高校生徒が、3年間安心して授業や部活動に取り組めるよう学生への通学費や各種検定
試験受験助成のほかスポーツ・文化活動や修学旅行、地域活動に対し積極的な助成を行うこと
が目的である。

具体的な
施策内容

講師謝金等：43,000円　　　部活動活性化補助金：500,000円　　　通学費等補助金：907,320円
修学旅行補助金：580,000円　　　各種検定試験等受検助成金補助金：441,170円
ふるさと留学助成金：13,219,029円　　　古仁屋高等学校地域応援団補助金：425,546円
古仁屋高等学校給付型奨学金：2,299,000円
古仁屋高等学校入学祝金：450,000円（町民生活課支出）　　計18,865,065円

●前年度に比べ約3,500千円支出増となっている。これは、新たに設立した「古仁屋高等学校給付型奨学
金」と「遠距離通学補助金(下宿補助）」の増によるものであります。
　地域みらい留学生に関しては、今年度もすべての学年が揃い学生寮に23名、下宿や一家転住を合わせ
26名となった。ただ、地元中学生の入学については、依然として進学率が50％を切っていることから、今後
の課題の一つでもある。町から多くの補助金支援がなされていることや古仁屋高校の魅力を可視化し、各中
学校へPRする必要がある。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業

【経費内訳】

10 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 8_報償費 90 一般財源 90

計 90 計 90

【評価】

ー38ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

日本において、各学校でプログラミング事業を必須化しようとしている。その先駆けとして、県内で
も普通科としていち早く取り組むことで、日本だけでなく世界で活躍できる人材を瀬戸内町から育
成していき、古仁屋高校の活性化及び生徒の確保、そして町の活性化につなげていく目的であ
る。

具体的な
施策内容

古仁屋高校のカリキュラムとして「総合的な探求の時間」があり、1年生をターゲットに3学期に計6～
8時間程度、計画の実現のために、手順を作成し、実行までの知識を外部講師を招聘し、指導をし
ていただく。

●昨年度に引き続き、高校の授業（総合的な探求の時間）を活用した取り組みに実施。
　今年度は、生徒自ら古仁屋高校の良さを可視化し、広くPRすることを目的に外部講師を招聘し、デザイン
やマーケティングを中心に指導をしていただいた。
　来年度も同じような取り組みを実施する予定であるが、1人でも多くの生徒が満足な授業になるように、講
師と協議していくこととする。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

　

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業(男子寮）

【経費内訳】

10 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 8,728 古仁屋高校寮使用料 10,594

11 役務費 93 一般財源 28,110

12 委託料 12,109

13 使用料及び賃借料 41

17 備品購入費 1,011

14 工事費 16,665

18 負担金、補助金及び交付金 57

計 38,704 計 38,704

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

「地域みらい留学生等」が安全・安心に居住でき、３年間古仁屋高校に通う同志と共に瀬戸内町
を知り、地域を知り、仕事を知り、その中でコミュニケーション能力を学び、さらに留学生にとって瀬
戸内町が第２の故郷として選択肢の中に生まれることを最終的目標とし、学びの場の拠点として
運営することを目的とする。

具体的な
施策内容

寮生が安全に居住できる環境づくり、寮生が安心して食事が食べられる環境づくりのために夜間
は寮監を配置し、１日２回（朝・夜）の食事を業務委託することで、安定的な運営を行っている。

●令和４年度男子寮生は、３年生4名、２年生3名、１年5名の合計12名。（R4.4月現在）
　空室に関しては、感染対策等のため活用。
   ３年生は、地域みらい留学生第２期生として、それぞれに３年間で学んだことを活かしたいと、大学進学や
就職希望として卒業。
　次年度の受入れ人数は６名とし、１年生のみ２名１部屋体制で運営。今後も毎年4～６名ずつを受け入れ募
集することとした。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

　

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業(女子寮）

【経費内訳】

10 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 1,250 古仁屋高校寮使用料 5,453

11 役務費 83

12 委託料 4,042

13 使用料及び賃借料 15

17 備品購入費 63

18 負担金、補助金及び交付金 0

計 5,453 計 5,453

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

「地域みらい留学生等」が安全・安心に居住でき、３年間古仁屋高校に通う同志と共に瀬戸内町
を知り、地域を知り、仕事を知り、その中でコミュニケーション能力を学び、さらに留学生にとって瀬
戸内町が第２の故郷として選択肢の中に生まれることを最終的目標とし、学びの場の拠点として
運営することを目的とする。

具体的な
施策内容

寮生が安全に居住できる環境づくり、寮生が安心して食事が食べられる環境づくりのために夜間
は寮監を配置し、１日２回（朝・夜）の食事を業務委託することで、安定的な運営を行っている。

●令和４年度女子寮生は、３年生5名、２年生3名、１年4名の合計12名。（R4.4月現在）
　空室に関しては、感染対策等のため活用。
   ３年生は、地域みらい留学生第２期生として、それぞれに３年間で学んだことを活かしたいと、大学進学や
就職希望として卒業。
　次年度の受入れ人数は６名とし、１年生のみ２名１部屋体制で運営。今後も毎年３～5名ずつを受け入れ募
集することとした。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

1

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業(コーディネーター）

【経費内訳】

10 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 1_委託料 7,666 一般財源 7,666

計 7,666 計 7,666

【評価】

ー41ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

古仁屋高等学校の活性化に向け、高校の魅力発信、地域みらい留学制度のPR活動及び地元企
業での生徒の体験学習など企画・実施する。また、寮生が寮生活から自主性及び協調性をつけ
るためのサポートを行いながら、地元の高校生や地域の方々との関わり合いによるコミュニケーショ
ン能力を向上させるための活動も行う。

具体的な
施策内容

・古仁屋高校支援担当（古仁屋高校振興コーディネーター、支援コーディネーター） 
・生徒募集活動
・広報活動
・イベントの企画立案や資料作成
・古仁屋高校生徒寮の管理運営に関する事務など 

●ＨＰの立ち上げや古仁屋高校活性化に伴う新事業の考案のため、令和３年５月より「支援コーディネー
ター」を新たに１名配置したが令和４年度は未配置。(募集したが採用者なし）
令和４年度においては、地域おこし協力隊として配置していた２名の「振興コーディネーター」が、古仁屋高
校の活性化を図るための会社を新規で立ち上げたため、当会社に寮運営業務を委託した。今後も振興コー
ディネーターと連携をし、更なる発展に向け取り組んでいく。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

3

1

課名 社会教育課 係名 きゅら島交流館

会計区分 一般会計 会計名

事業名 第１７回子ども島口・伝統芸能大会

【経費内訳】

10 5 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 100 (一般財源） 220

8 旅費 41

13 使用料及び賃借料 79

計 220 計 220

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

子どもたちがこの大会に参加することによって、現在，失われつつある島口・伝統芸能の普及と、島
口を使わなくなった子どもたちに身近に感じる機会を設けるとともに、地域の人々との触れ合いの
中で、シマの素晴らしい文化や伝統を学び，郷土の関心や誇りを持つ心を育てることを目的に開
催する。

具体的な
施策内容

町内の児童生徒が、島口劇や地域に伝わる三味線、島唄、八月踊り、太鼓などの発表を行い、参
加賞として図書券を贈呈する。
（参加対象）
　・町内の小中学校児童・生徒
　・学校職員、地域子ども会、地域の伝統芸能伝承者
（会場）瀬戸内町きゅら島交流館１階大ホール
（発表内容）
　島口劇（３団体）、　島唄・三味線（４団体）　　　
　伝統芸能（５団体）＊豊年踊り、太鼓、八月踊り

●この大会を開催して17回目を迎え、学校や地域子ども会と地域の伝統芸能伝承者の方々の継続的なご
理解と協力により、伝統芸能等を郷土教育の一環として授業の中に取り入れ、毎年の恒例行事として、児童
生徒の参加により実施しています。
　参加賞として参加児童生徒へ図書券を配布、次年度も効果的な予算執行により、シマの文化や伝統芸能
の普及と郷土への関心や誇りを持つ心を育てるために、学校や関係団体とより一層の連携を図りながら大会
を開催します。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 子ども検定

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 10 （一般財源） 10

計 10 計 10

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
郷土愛あふれる子ども達を育むことを目的に、本町の貴重な自然・文化・歴史等をまとめた子ども
検定（クイズ）本を配布し、検定を受検してもらう。

具体的な
施策内容

町内の児童生徒が対象　5年から中3
受検日　令和4年9月～11月
受検者数　315名
合格者数　198名（60点以上）
プラチナ賞（100点満点）4名
ゴールド賞（90点以上）12名
シルバー賞（80点以上）26名
ブロンズ賞（60点以上）156名

●合格率が62.9%（前回68.1%）
　中学生の合格率が82.2%で学年が上がるにつれて成績が良くなっている。
　町のことをクイズ形式で楽しく学べる取り組みであり、継続することが施策の目的を達成するものと考え
る。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内子どもサミット

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料 33 （一般財源） 33

計 33 計 33

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町の未来を拓き，豊かに生きる人間を育むために、子どもの視点で考え、語り合い、発表す
ることで、今後の地域の活動を導くことのできるリーダーを育成する。

具体的な
施策内容

令和４年８月９日「きゅら島交流館」にて町内９校から20名の児童・生徒が集まり、テーマ「理想の島」について「第３回瀬
戸内子どもサミット」を行い，集約した提言書を町長へ提出。
提言書内容
1班　瀬戸内町にしかない魅力で人が集まる町にしたい。
2班　たくさんの人が訪れやすく、新しく来た移住者の人たちも住みやすいような町にしたいです。
3班　生き物と人間の共存が出来る町にしたい。
4班　幅広い年齢層の人々が便利に暮らせるような町にしたい。
5班　学生でもいけるショッピングモールがある町にしたい。
6班　ずっと残りたいと思えるような町にしたい。7班　自然豊かな観光客の来やすい町にしたい。
提言書に対する瀬戸内町の対応や取り組みについては、年度末の3月に学校をとおして児童・生徒へ周知した。

●７班それぞれに古仁屋高校生がグループファシリテーターとして参加し、子どもの視点で考え、語り合い、
発表したことを提言書としてまとめて提出することが出来た。今後の地域の活動を導くことのできるリーダー
を育成する機会となった。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

1

1

1

3

1

1

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 総合芸術教室「せとうちシアター塾」

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 148 （一般財源） 3,263

8 旅費 705

10 需用費 88

11 役務費 45

12 委託料 1,531

13 使用料及び賃借料 746

計 3,263 計 3,263

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
これからの教育に特に求められているものとして、主体的に学ぶ力、対話を通しての社会的能力、
また、思考力・判断力・課題解決能力があるが、演劇やミュージカル等の総合芸術を体験すること
で、自主性・主体性・コミュニケーション能力・社会性の向上が期待される。

具体的な
施策内容

練習期間　：令和4年11月１日（火）～令和5年3月11日（土）（週２～３回）
公演日時  ：令和5年3月12日(日)15：00～16：20　　
場　　　 所 ：きゅら島交流館１Fホール
演　　　 題 ：「私たちの望むものは」
参加塾生  ：小・中・大人26名
当日観覧者：約160名　WEB再生回数1,500程度

●令和４年度から始めた総合芸術教室「せとうちシアター塾」事業。演劇内容については、現代の瀬戸内町
に暮らす子どもたちが、友人の祖母の体験から戦時中や米軍統治下、奄美の日本復帰について知る物語。
演劇体験を通して戦争の恐ろしさ、平和の尊さ等を知り、これからの若い世代が何をするべきかを考え、自
主性・主体性・コミュニケーション能力・社会性の向上が期待出来る機会となった。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町子ども会活性化プロジェクト　～田植え体験in勝浦～

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18
町子ども会育成連絡協議会補
助金 250 （一般財源） 250

※協議会予算から
　148,786円支出

計 250 計 250

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
田植え体験により、異年齢の子ども達との交流や親子での貴重な体験を通し、故郷の自然を知る
機会を提供する。

具体的な
施策内容

①４月16日田植え作業（中止）　②５月15日草抜き作業（中止）、かかし作り（延期）　　　　　　　　　　　　　　　　　
③６月12日かかし作り（参加者１家族２人）　④８月７日稲刈り作業（参加者３家族９人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
⑤12月19～27日写真展示（きゅら島交流館）令和３年度～４年度田植え精米作業までの記録写真　⑥12
月24日子どももちつき大会共催（主催：きゅら島交流館）　体験した３家族の子ども達も参加、田植え体験で
作った餅米10㎏を提供。同日町主任児童委員が指導するしめ縄作りにも参加。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●年度当初から、学校等でコロナウイルス感染拡大等もあり、開催中止及び少人数での実施となった。う
ち、稲刈り作業では、手作業と稲刈り機による作業を実施。普段経験出来ない２つの作業を同時に体験する
事により、暑さも重なる重労働の手作業の大変さと、機械の有り難さを痛感出来る貴重な体験となった。ま
た、家族、参加者全員で協力し合い、一つの事を成し遂げる大切な場を提供する良い機会となり、田植えか
ら餅つきを体験する事により、「食」について考える良い機会になった。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 かごしま学校応援団事業（学校支援地域本部事業）

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 372 （一般財源） 372

計 372 計 372

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
地域の人々や団体、企業等が学校支援ボランティアとなり、学校のニーズに応じた様々な支援活
動を行うことで、地域全体で子どもを守り育てる環境づくりを推進する。

具体的な
施策内容

学校支援コーディネーターを配置し、学校からの要望を聞き、その課題解決の手助けをする。
・学習支援　朝の読み聞かせ
・部活動支援　男子・女子バスケット、柔道、陸上、野球、ソフトテニス、相撲
・環境整備
・登下校の安全指導　朝の交通安全指導ボランティアの派遣
・学校行事支援　古仁屋小学校持久走支援

●「コロナ感染症拡大防止」の観点から各事業内容に課題があったが、学校の要望に概ね対応し地域全体
で子どもを守り育てる環境づくりを推進することが出来た。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 図書館

会計区分 一般会計 会計名

事業名  ブックスタート事業

【経費内訳】

10 5 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品 113 （一般財源） 113

計 113 計 113

【評価】

ー48ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
地域社会全体で子どもの健全な育成と子育て支援のために、赤ちゃんと保護者に絵本を贈り、そ
の楽しさを伝える。

具体的な
施策内容

・乳幼児検診の7カ月健診時に、一人一人の赤ちゃんに読み聞かせをして絵本を手渡す。　　　　　　　　　　　
・年6回、ブックスタート事業の赤ちゃんを対象とした「小さいこのおはなし会」を開催した。

●年10回、乳幼児7カ月健診時に、絵本２冊と図書館の案内や絵本の紹介などのプリントなどが入ったバッ
クを「ブックスタートパック」として手渡すことができた。検診に来られなかった方も、後日図書館に引換券を
持ってきてお渡しすることができた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
小さいこのおはなし会」を年6回計画していたが、コロナで1回中止となった。実施できた5回のおはなし会に
は49名の親子の参加があり、赤ちゃんとできる手遊び歌や読み聞かせをすることで、おはなし会の後に絵本
を借りることにつながっている。今後も多くの親子がおはなし会へ参加してもらえるように広報を工夫してい
きたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 図書館

会計区分 一般会計 会計名

事業名 セカンドブック事業

【経費内訳】

10 5 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品 73 （一般財源） 73

計 73 計 73

【評価】

ー49ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
３歳からは行動や語彙が拡がり、少し長めの話でも耳を傾けられるようになるため、「読み聞かせ
の黄金期」といわれる。その３歳児を対象に絵本をプレゼントすることで、幼い頃から絵本に接する
機会を多く作り、絵本を通して家族の絆を深め、心豊かな時間を持たせる。

具体的な
施策内容

・３歳児健診の時に絵本を１冊プレゼント。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・年６回「セカンドブックのおはなし会」を開催した。

●年６回、３歳児検診で直接絵本を手渡すことができた。検診に来られなくてお渡しできなかった方も、図書
館の方に「引換券」を持ってきて「セカンドブック」をもらいに来られるので、この取組が浸透していると思わ
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●「セカンドブックのおはなし会」を年6回計画し実施でき、49名の親子の参加があった。実施日の前にチラ
シを作成し幼稚園・保育所（園）へ配布しているので、それを見て来館される方もいる。今後も広報を工夫し
て参加者を増やしていきたい。



款 項 目 1 款 項 目 3

細
節

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 埋蔵文化財調査費

【経費内訳】

10 5 4 事業
（単位：千円）

14 2 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

１・３ 報酬・手当 6,092 1 文化財保護事業補助金（国庫補助分） 3,843

４ 共済費 629

７ 報償費 170

８ 旅費 786 （一般財源） 6,139

１０ 需用費・役務費 1,006

１２ 委託料 1,258

１３ 使用料及び賃借料 41

計 9,982 計 9,982

【評価】

ー50ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本事業は、瀬戸内町内の埋蔵文化財を把握し保護・活用することを目的とする。
また、確認された遺跡は、開発事業との円滑な調整のみでなく、郷土教育や各種事業等にも活用
し、地域の活性化を図る資源として活かすことも目的としている。

具体的な
施策内容

本事業では、瀬戸内町内の埋蔵文化財の分布や内容を把握し、遺跡の保護・活用及び開発事業との調整を行っている。また、近代遺跡（戦争遺跡等）は、国庫補助事業を活用し調
査を行い、その成果から『奄美大島要塞跡』が国史跡となった。なお、関係機関と連携・協力し、情報の共有化を図りながら、より良い調査・保存・活用方法の検討にも努めている。令
和４年度は、これまでの調査成果の整理を行い、近代遺跡のパンフレット・遺跡マップを作成した。

瀬戸内町内の近代遺跡シンポジウム
～奄美大島要塞・大島防備隊基地跡の成果とその価値について～
日時：令和5年2月11日(土)　13：00～17：00
場所：きゅら島交流館
聴講者数：74名

●令和４年度は、これまでの近代遺跡（戦争遺跡等）調査や文献史料の成果をまとめ、文化庁へ意見具申を
行った。その結果、『奄美大島要塞跡』が国史跡の指定を得ることが出来た。
国史跡等の近代遺跡の周知・活用として、これまでの調査成果を整理し、シンポジウムの開催や近代遺跡の
パンフレットを6,000部作成した。また、補助事業で調査を行った６箇所の近代遺跡の遺跡マップを各6,000
部作成した。作成したパンフレット・遺跡マップは、町内の高校や中学校、瀬戸内町内全戸への配布、全国
の研究機関等に配布を行った。
令和４年度の施策の目的は、概ね達成することができた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 せとうち満天クラブ・プレゴールデンエイジ

【経費内訳】

10 6 1 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 72 56 プレ・ゴールデンエイジ参加料 49

(一般財源） 23

計 72 計 72

【評価】

ー51ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本クラブは、スポーツを愛好する地域住民の自主的・主体的参加のもと、誰もがスポーツに親しむ
ことができ、継続的なスポーツ活動を通して、会員相互の親睦を図り、地域社会のコミュニティづく
りと心身の健康増進活性化に寄与することを目的としている。

具体的な
施策内容

グラウンド・ゴルフ(会員数　77名)　5月～3月　毎週水曜日　午前・午後実施　年80回実施　　　　
ソフトテニス(会員数　8名)　5月～3月　毎月第1・第3土曜日　年　18回実施　　　　　　　　　　
プレ・ゴールデンエイジ(会員数　43名)　5月～3月　毎月1回　年11回実施　232名参加　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●グラウンド・ゴルフについては、60歳以上の会員が77名登録しており最高齢は90歳である。本事業の目
的の一つである「地域社会のコミュニティづくりと心身の健康増進活性化に寄与する」とあるように、会員同
士で楽しみながら元気に運動する姿が見られる。ソフトテニスについては、部活動の無い小学生もソフトテ
ニスに親しむ機会となっている。プレ・ゴールデンエイジについては、4歳～6歳（未就学児）の子ども達が、
様々な運動経験者の指導のもと、運動にチャレンジし、楽しく安全に遊びながら身体を動かす能力の発達を
後押ししている。
　なお、グラウンド・ゴルフについては会員の会費で運営してます。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 大島地区社会教育関係団体指導者研修会

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

外勤 外勤

計 0 計 0

【評価】

ー52ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　社会教育関係団体等の更なる充実と活性化のため、各社会教育関係団体の現状や課題を把
握し、組織運営に必要な知識・技術に関する支援や研修会等の実施のほか、地域（シマ）を興す人
づくり、活力ある地域づくりのために、自ら主体的に取り組む指導者（生涯学習リ－ダ－）を育成す
る。

具体的な
施策内容

　大島地区の各社会教育関係団体（子ども会・青年団・ＰＴＡ・女性団体・高齢者団体）や市町村
教育委員会行政関係者等が一堂に集まり、座学や実技をとおしての研修会へ参加
開催日：令和4年10月15日（土）～16日（日）・・・2日間
場　所：県立奄美少年自然の家
主　催：鹿児島県教育委員会

●ＰＴＡ関係者２名、社会教育課職員1名が参加
・社会教育関係団体のリ－ダ－に求めれれるもの
・実技やレクリエ－ション指導方法
・人権教育、家庭教育支援の在り方
・社会教育関係団体指導者に求められる資質等の講話や実技
大島地区の社会教育関係団体とともに、標記の事項を座学や実技をとおして学ぶことができ、今後の諸活
動や諸事業に活かしたい。



款 項 目 2 款 項 目 4

細
節

1

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 清水運動公園の整備

【経費内訳】

10 5 2 事業
（単位：千円）

14 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費 97,024 1 公園施設長寿命化対策支援事業補助金 46,000

（一般財源） 51,024

計 97,024 計 97,024

【評価】

ー53ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
施設の老朽化対策として修繕・更新を行い、安全性及び耐久性を確保し、安全・安心でスポーツ
を親しむ環境の整備に努める。

具体的な
施策内容

清水体育館外壁改修工事　RC造2階　延床面積2,848.2㎡
1．受変電設備改修工事　59,180,000円
2．外壁改修工事　36,920,000円
3．避雷針設備改修工事　924,000円　

●外壁改修にて耐久性の確保
●受変電設備改修にて令和5年度に実施する照明施設整備に向けて基盤が整った。
●令和5年度計画
　・体育館大規模改修工事（内部建築）
　・体育館大規模改修工事（電気設備）



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 企画 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域提案型事業（空き家利活用）

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

地域提案型事業 5,200 Ｒ4地方創生臨時交付金 5,200

計 5,200 計 5,200

【評価】

ー54ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
集落の維持継続や地域の活性化を図るため、集落が運営する定住促進のための住宅整備の経
費に対する助成を実施する。

具体的な
施策内容

交付金１件あたり１，３００千円を上限に，総経費の８/１０以内の額を補助。
空き家の改修や民泊等施設への改修費用を助成。

令和4年度実績　４件

これまでの実績として合計１6件（薩川集落 ３件・西阿室集落 ２件・瀬武集落 ２件・池地集落・須手集落・西古
見集落・篠川集落・網野子集落）の空き家を改修し、その全ての住宅が利活用されている。
事業活用集落において十分地域活性化に資する事業となっており、今後も継続して空き家対策の展開を拡
充し集落の活性化に繋げていきたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 建設課 係名 危険空家等対策室

会計区分 一般会計 会計名

事業名 老朽危険空き家等除去促進事業

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 老朽危険空き家等除去促進事業 2,370 一般財源 2,370

計 2,370 計 2,370

【評価】

ー55ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
適切に管理されず、危険性の高い老朽空き家等の除去工事を行う者に対し、その工事に要する
費用の一部を補助することにより、町民の生活環境の保全及び安全・安心なまちづくりの推進を図
る。

具体的な
施策内容

・空家等の適切な管理を促進するため、所有者等に対し、情報の提供や助言等を行う。
・老朽化して倒壊等のおそれのある危険な空き家等を解体する場合、一定の要件に該当するもの
に対しその工事費に要する費用の一部を補助する。

●住民等からの情報提供や相談等により、適切な管理が行われていない空き家等は、現地確認を行うとと
もに、所有者等を確認するための調査を行い、文書等により所有者等に適正な管理を行うよう促した。ま
た、老朽危険空き家等除去促進補助事業を活用して、6軒の危険空き家を解体撤去することができた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 合併処理浄化槽設置事業

【経費内訳】

4 1 10 事業
（単位：千円）

14　15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金・補助及び交付金 11,494 1 国庫支出金 3,597

1 県支出金 1,245

一般財源 6,652

計 11,494 計 11,494

【評価】

ー56ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町は、生活排水対策として合併処理浄化槽設置を促進しており、海や川などの公共用水域の
水質浄化・保全を行うものである。

具体的な
施策内容

〇合併処理浄化槽設置事業
・（５人槽）　17基　5,644千円　　　　　　　計17基　5,644千円　①
〇汲み取り便槽撤去費　　15基　1,350千円　②
〇宅内配管費　　15基　4,500千円　③
　　　　　　　　　　　　　　　　　事業費総計（①+②+③）　　11,494千円

●令和3年度と令和4年度を比較して汚水処理普及率が1.99％向上した。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

10

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 特別会計 会計名 農業集落排水事業特別会計

事業名 農業集落排水処理施設　

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

2
6

1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 機能強化事業（設計・積算）業務委託 1,540 1 機能強化事業費交付金 31,200

14 工事請負費 50,460 1 機能強化事業設備工事 8,814

（一般財源） 11,986

計 52,000 計 52,000

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 処理施設の機能維持及び改善を図る。

具体的な
施策内容

補助金は 国６０％ 、 県１６．９５％ 、 町２３．０５％
ポンプ類や自動微細目スクリーン等を更新して施設の老朽化を改善した。

●令和２年より事業実施している。
　財源は国60％、町４０％が標準である。
　令和３年度はスクリーンユニット、令和４年度に制御盤等、令和５年度に汚泥界面計の更新を行い、処理
施設の老朽化を改善する。



款 項 目 款 項 目 1

細
節

1

課名 商工交通課 係名 交通船舶係

会計区分 特別会計 会計名 船舶交通事業特別会計

事業名 「せとなみ」新造船計画

【経費内訳】

1 4 1 事業
（単位：千円）

2 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 船舶建造費 ５，６１８ 1 航路国庫補助金 ５，０００

（一般財源） 618

計 ５，６１８ 計 5,618

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町営定期船「せとなみ」の代替船建造については、今年度、航路改善計画策定協議会を、４回開
催し、協議会の中で承認され、国の方に航路改善計画書を国の方に提出し、交付決定を受けた。

具体的な
施策内容

今後は建造に向けた具体的な方向性（船体の構造等）を協議する、新造船建造協議会を設置し
国、県と協議を進めていく。

●山口県萩市の萩海運への視察で経営、運航基準との聞き取りを行った。
萩海運は第３セクターで運営しており、経営は本町の定期船（せとなみ）と同じで全航路赤字で国、県から補
助金で運営しているのが実情であった。
●定期船（せとなみ）の新造船計画においては、国、県が現（せとなみ）における赤字分の補助金を減額出来
る新造船を目指しており、町においても修繕費の増加を軽減するために、新造船建造にあたり「せとなみ」新
造船建造船協議会を設置し、関係機関と密に協議を重ねて行く。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

4

9

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 請阿室地区簡易水道整備事業

【経費内訳】

2 1 1 事業
（単位：千円）

27 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 簡易水道事業実施設計委託料 7,590 1 請島地区簡易水道事業費補助金 35,800

4 請島簡易水道工事請負費 64,010 1 請島地区簡易水道事業債 35,800

計 71,600 計 71,600

【評価】
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令和４年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的

池地浄水場を基幹浄水場とし請阿室地区の配水池へ連絡管（送水管）を整備して送水することに
よって，請阿室地区の水源枯渇問題を解決し，遠隔監視システムを整備することにより施設の有
機的一体化と事業経営及び管理の一元化を図る。また管路の更新を行うことにより全地域に正常
な給水を行い，地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の向上を図る。

具体的な
施策内容

配水池築造 一式
薬品注入設備 一式                                                          
場内配管 一式
電気計装設備 一式
送水管布設 L=100m
配水管布設 L=322m

令和元年度から令和5年度までの5ヵ年計画の事業である。引続き事業を実施し、請島地区に
正常な給水を行い、地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の向上を図
る。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

1

1

1

1

1

1

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 諸鈍地区簡易水道整備事業

【経費内訳】

2 1 1 事業
（単位：千円）

27 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 378 1 諸鈍地区簡易水道事業費交付金 35,794

4 社会保険料 38 1 諸鈍地区簡易水道事業債 35,700

8 普通旅費 370   （一般財源） 93

10 消耗品費 70      

12 簡易水道事業実施設計委託料 5,280

13 車両船舶借上料 344

14 諸鈍簡易水道工事請負費 65,107

計 71,587 計 71,587

【評価】
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令和４年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的

諸鈍浄水場を基幹浄水場とし諸数地区の配水池へ既設送水管を使用して送水することによって，
諸数地区の水源枯渇問題を解決し，遠隔監視システムを整備することにより施設の有機的一体化
と事業経営及び管理の一元化を図る。また管路の更新を行うことにより全地域に正常な給水を行
い，地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の向上を図る。

具体的な
施策内容

第一水源取水堰築造 一式
送水管布設 L=626m
配水管布設 L=1,979m

令和２年度から令和6年度までの4ヵ年計画の事業である。引続き事業を実施し、諸鈍地区・
諸数地区に正常な給水を行い、地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の
向上を図る。



款 項 目 3 款 項 目 1

細
節

2

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（諸鈍地区飲用水施設整備）

【経費内訳】

2 1 3 事業
（単位：千円）

3 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 給水管切替布設整備 14,377 飲用水施設整備事業費補助金 11,501

諸鈍地区簡易水道事業債 2,800

（一般財源） 76

計 14,377 計 14,377

【評価】
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令和４年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的
現在実施している諸鈍簡易水道事業（奄振）の配水管布設に伴う単独事業分である。管路の更新
を行うことにより全地域に正常な給水を行い，地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民
生活の質の向上を図る。

具体的な
施策内容

給水管切替 31箇所

事業の実施により、新管からの給水が可能となり、漏水等による施設の負担が軽減され有水
収益も正常化された。
引き続き施設・水質等の管理を徹底する。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水道課 係名 管理係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 固定資産台帳整備

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 台帳整備業務委託料 13,750 公営企業会計適用債 13,700

（一般財源） 50

計 13,750 計 13,750

【評価】
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令和４年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町加計呂麻島・請島，与路島にある簡易水道事業における施設についての固定資産台帳を
作成する。今年度事業で資産整理の対象となる地区は、請・与路島内の以下の２事業３集落。

具体的な
施策内容

固定資産台帳整備

簡易水道事業における施設についての固定資産台帳を作成し、公営企業会計移行へ反映でき
る形へ編集を実施した。引き続き、令和5年度導入予定の公営企業会計システムとの連携を図
り施設の的確な管理に努める。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 水道事業特別会計

事業名 上水道取水堰改良工事

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

1 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 上水道取水堰改良工事実施設計委託料 2,310 1 企業債 47,700

37 上水道取水堰改良工事 47,817 2 一般財源 2,427

2 一般財源

計 50,127 計 50,127

【評価】
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令和４年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的

小勝又浄水場は昭和３６年に創設され、古仁屋市街地・須手地区及び清水地区へと給水を行って
いる基幹的施設である。その取水施設については昭和３４年に稼働を停止した旧大島電力水力発
電施設跡のダムを利用しており、強度及び耐震力等構造上問題を抱えている。また、取水方法が
直接取水であるため、大雨や台風時の土砂等の流入は避けられずいつ大規模な断水事故が起きて
もおかしくない現状となっているため、今回取水堰の改良を行い、災害等の緊急時にも対応した
施設の改良を行う。なお、今回の事業で取水スクリーン８基を設置し取水堰の増強を行う。

具体的な
施策内容

取水堰改良 一式

昨今の社会情勢により、材料の調達に不測の日数がかかり令和5年度へ繰越事業となってい
る。なお、事業完了は令和5年8月中を予定している。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 水道事業特別会計

事業名 老朽管整備事業

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

1 1 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

37 上水道配水管布設替工事 13,997 2 一般財源 13,997

計 13,997 計 13,997

【評価】
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令和４年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的
老朽化した配水管の更新を年次的に行い有収率の向上、さらに耐震管の採用により安定
した給水に努める。

具体的な
施策内容

配水管布設替え L=339m                                                     
給水管切替 10箇所

老朽管の更新は急務であり、漏水による断水等は住民生活に直接影響を及ぼす恐れがあるた
め、年次的な老朽管の更新を実施し、地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活
の質の向上を図る。



款 項 目 5 款 項 目
1
3

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県単）急傾斜地崩壊対策事業

【経費内訳】

8 3 1 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

6
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 028 急傾斜地崩壊対策事業費 18,200 1 県単急傾斜地崩壊対策事業補助金 9,100

5 地方債 9,000

（一般財源） 100

計 18,200 計 18,200

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
大規模な自然災害から町民の生命・財産を守るため，集落山裾の急傾斜地危険個所の
斜面崩壊対策整備を実施し，集落住民の安全安心な住環境に寄与する目的としている。

具体的な
施策内容

・手安地区
　斜面崩壊対策 吹付法枠工A=85㎡ 鉄筋挿入工N=24本 排水工L=10ｍ
・古仁屋地区
　斜面崩壊対策 吹付法枠工A=130㎡　排水工L=13ｍ

●人家に隣接している急傾斜地危険個所の斜面崩壊対策を行ったことにより，地域住民の生命，財産の安定
に寄与できた。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県営）急傾斜地崩壊対策事業　総合流域防災事業

【経費内訳】

8 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 142 （県営）急傾斜地崩壊対策事業負担金 9,150 （一般財源） 9,150

計 9,150 計 9,150

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
大規模な自然災害から町民の生命・財産を守るため，鹿児島県と連携して土石流防止対策を行
い，安全安心な住環境に寄与する目的としている。

具体的な
施策内容

・急傾斜地対策崩壊対策工事
　西古見地区，阿木名２・４地区，古仁屋３地区,古仁屋23地区,
　船津地区，船津２地区

●鹿児島県と連携し傾斜地危険個所の土石流防止対策を行ったことにより，地域住民の生命，財産の安定
に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 防災行政無線戸別受信機整備事業

【経費内訳】

9 1 31 事業
（単位：千円）

15 2 35 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名 金額

12 委託料 13,200 1
（奄振）防災行政無線戸別受
信機整備事業補助金

195,823

14 工事請負費 313,172

（一般財源） 130,549

計 326,372 計 326,372

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 災害発生時や地域における情報等を住民に対して迅速かつ確実に伝達することを目的とする。

具体的な
施策内容

地域コミュニティ無線戸別受信機を与路島・請島・加計呂麻島・山郷地区・東方地区・西方地区の
各世帯や事業所等に整備した。

●令和5年度は古仁屋地区の整備を行い、災害時等における情報伝達体制の強化に努めるとともに、地域
の活性化や安心・安全の向上を図る。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ＡＥＤ設置事業

【経費内訳】

9 1 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名 金額

13 使用料及び賃借料 666 一般財源 666

計 666 計 666

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
救急事案発生時に迅速な救命措置が行えるよう、町内にＡＥＤを設置し、救命率の向上を目的と
する。

具体的な
施策内容

古仁屋地区から特に遠方で消防団員が常駐する町内８地区（実久・芝・秋徳・渡連・蘇刈・古志・西
古見・嘉徳）へＡＥＤを設置した。

●今後は設置したＡＥＤの適正な管理に努めながら、地区住民が緊急時に迅速かつ的確に操作が行えるよ
う、定期的に講習会等を計画していく。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

3

1

1

1

課名 水産観光課 係名 世界自然遺産せとうち町対策室

会計区分 一般会計 会計名

事業名 世界自然遺産登録後における普及・啓発活動

【経費内訳】

2 1 15 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 139 一般財源 7,917

8 旅費 69

10 需用費（燃料費、印刷製本費） 80

12 委託料 2,034

13 使用料及び賃借料 32

18 負担金、補助及び交付金 5,563

計 7,917 計 7,917

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
奄美・沖縄の自然遺産登録を経て、住民の自発的な取組を促しつつ、希少な自然環境の保全活
動を活性化することで、将来に亘る価値の保全を図るため、国・県及び関係機関団体、奄美大島
関係5市町村等と連携を図りつつ様々な取り組みを行う

●2021年7月26日に奄美大島・徳之島は沖縄本島北部・西表島とともに「世界自然遺産」として登録され
た。
世界に誇る宝となった奄美大島の自然を国・県・関係機関及び奄美大島5市町村と連携を図りながら活性化
に向けて取り組み、今後も住民の関心と理解の向上に務めつつ、外来種対策等を継続して実施し、類い希な
る生物多様性の高さを持つ奄美地域の自然環境を維持していきたい。

具体的な
施策内容

国・県及び関係機関団体、奄美大島関係5市町村等と連携を図る中、世界自然遺産登録に向け
下記のとおり実施した。
〇せとうち出前講座の開催
〇町広報誌・ラジオ等による情報発信と普及啓発及び気運の醸成（ロードキル関係）
〇啓発看板の設置及びロードキルマグネットの作成・配布
〇自然保護パトロール及び希少野生動植物夜間パトロール（夏季・春期）
〇外来種パトロール及び駆除・啓発
〇奄美大島5市町村連携による「奄美大島行動計画」の推進
〇盗掘・盗撮防止センサーカメラ設置及びパトロール
〇関係機関と連携した外来種駆除の実施（特定外来生物等）
〇持続可能な自然環境形成事業（駆除等）の実施
〇世界自然遺産センターの管理運営（R4年度～職員派遣）
○世界自然遺産登録１周年イベントへの参加・協力



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ヤギ被害防除対策事業

【経費内訳】

6 2 7 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 4,200 12 （奄振）ヤギ被害防除対策事業補助金 2,520

（一般財源） 1,680

計 4,200 計 4,200

【評価】

-70-

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 ノヤギの食害により、海岸線の崩落や土砂流出などの被害が発生しており、被害防止を図る。

具体的な
施策内容

補助金は国５０％、県１０％、町４０％
　ノヤギを150頭駆除し、食害による希少植物の保護や環境保全を図る。

●年間150頭の駆除を行っているが、県の調査によりノヤギの生息数が奄美大島管内で増加していることが
判明したため、捕獲手段や捕獲頭数の検討を行う。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ノネコ対策事業

【経費内訳】

4 1 10 事業
（単位：千円）

15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 2,092 14 県費 1,255

一般財源 837

計 2,092 計 2,092

【評価】

ー71ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　奄美大島ノネコ管理センター運営、平成30年7月から、環境省において「奄美大島における生体
系保全のためのノネコ管理計画」に基づき、固有種・希少種を含む奄美大島の生態系に対して及
ぼす潜在的、顕在的影響を取り除くため、ノネコの捕獲を開始。

具体的な
施策内容

　捕獲されたノネコは原則1週間の収容期間を設けているため、奄美大島ノネコセンターで一時
収容を行うとともに譲渡希望者に対し譲渡を行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇場所 ： 奄美市名瀬浦上町（奄美ノネコセンター）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇時期 ： 令和4年4月1日から令和5年3月31日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇実績 ： 譲渡101頭 ・ 飼い猫とみられるネコの引き渡し10頭 ・ 安楽殺処分0頭　　　　　　
（累計　捕獲420頭、譲渡418頭（その他2頭 死亡）、安楽殺0頭）

・捕獲事業開始から現在まで、すべての捕獲個体を譲渡（2023年度3月末時点、収容中の死亡除く）　　　　
・譲渡認定者については毎年1～2件増えている。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ノラネコ対策事業

【経費内訳】

4 1 10 事業
（単位：千円）

15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託費 179 14 県費 4,067

18 負担金 6,600 一般財源 2,712

計 6,779 計 6,779

【評価】

ー72ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
令和元年度から5市町村で統一した手法によりTNRを実施しています。                     
加計呂麻島ノラネコ避妊去勢手術（1匹　8,000円）

具体的な
施策内容

　令和4年度は「株式会社　奄美自然研究センター」へ業務委託を行い、奄美大島5市町村で統
一したノラネコモニタリング及びＴＮＲを行った。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇場所 ： 奄美大島5市町村（瀬戸内町・・・阿室釜、白浜、小名瀬、油井、阿鉄、久根津、須手、手
安、花天、管鈍、西古見）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
〇時期 ： 令和4年4月～令和5年3月 　　　　　　　　　                                         
加計呂麻島ノラネコ避妊去勢手術　22匹×8,000円＝179,000円

・集落におけるモニタリングを自然環境研究センターに委託して実施、ノラネコのＴＮＲ率は91.1％です。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 飼い猫避妊・去勢手術支援事業

【経費内訳】

4 1 10 事業
（単位：千円）

15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 215 14 県費 128

一般財源 87

計 215 計 215

【評価】

ー73ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

ノラネコの発生源対策として　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
飼い猫の避妊去勢手術費助成事業の一部助成（オス5,000円・メス10,000円）　　　　　　　　
飼い猫のマイクロチップ（1匹　5,000円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
加計呂麻島ノラネコ避妊去勢手術（1匹　8,000円）

具体的な
施策内容

令和4年度 実績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
委託費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
オス猫手術費助成　 6匹× 5,000円＝30,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
メス猫手術費助成　10匹×10,000円＝100,000円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
マイクロチップ装着補助　17匹×5,000円＝85,000円　　　　　　　　　　　　　　　　

・令和3年度と令和4年度を比較して、飼い猫の避妊去勢手術4.0％向上し飼い猫のマイクロチップ4.2％
向上しました。



 

款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 リーフチェック委託料

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 140 一般財源 140

計 140 計 140

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

サンゴ生態系や生息する生物の変化を効率的に把握するため、モニタリング調査を継続
的に実施して海域における環境保護の指針づくりとする。
【サンゴ重点保護海域である安脚場海域の詳細なモニタリング調査を実施】

具体的な
施策内容

今回で22年連続，22回目のリーフチェックを瀬戸内町海を守る会へ委託して実施した。
調査地点は加計呂麻島安脚場沖の約200ｍに広がる礁斜面。水深5ｍと水深10ｍ地点にそ
れぞれ100ｍの測線を設定し、測線におけるサンゴの被度や魚類指標種の無脊椎生物の
数など指定された項目について潜水モニタリング調査を行った。

水深5m、水深10mともにサンゴ群集は良好な状態であるが、新規加入のサンゴは少ない状態が続いて
いる。また、大型ミドリイシ群体が生存しており、幼生の供給源や観光資源としても重要な海域に
なっている。
今後も事業を継続し、サンゴ保全及び突発的な状況変化の把握と調査結果を広報する。



 

款 項 目 7 款 項 目 3

細
節

1

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 サンゴ礁保全対策事業（奄振）

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 4,276 5 県支出金 2,850

一般財源 1,426

計 4,276 計 4,276

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

多くの生物のより所となるサンゴ礁は、サンゴを食害とするオニヒトデの大量発生や地
球温暖化により重大な危機に接している。サンゴ礁を保全し、貴重な生き物が生息する
生態系を守る。

具体的な
施策内容

オニヒトデ及びシロレイシガイダマシ貝の駆除及びモニタリング調査を実施する。
≪駆除作業≫安脚場海域（27日）、デリキョンマ海域（5日）
≪モニタリング≫安脚場海域、黒崎海域、実区海域、デリキョンマ海域（各２回）

駆除作業では安脚場海域でオニヒトデ駆除数1匹・レイシガイ5,572個、デリキョンマ海域でオニヒト
デ駆除数0匹・レイシガイ1,042個、合計でオニヒトデ1匹、レイシガイ6,614個を駆除した。モニタリ
ングでは安脚場海域はサンゴ被度65％となり、前年度より変化はなかった。黒崎海域はサンゴ被度
30％となり、前年度より増加した。実区海域はサンゴ被度70％、前年度より増加した。デリキョンマ
海域はサンゴ被度35％、前年度と比べて被度の変化はなかったがサンゴが若干少なくなっている。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 企画課 係名 産業立地

会計区分 一般会計 会計名

事業名 カーボンニュートラル推進事業

【経費内訳】

2 1 20 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 001＿瀬戸内町再エネ導入戦略策定支援事業 10,130 1 二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金 7,472

（一般財源） 2,658

計 10,130 計 10,130

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　本町の魅力と質が向上したうえでカーボンニュートラルが実現する将来ビジョンを描き、そこに
至るシナリオを検討することを目的とする。単に温室効果ガスの排出量を削減するだけでなく、同
時に地域課題の解決を目指し、町民一体となって温室効果ガス排出量の削減に取り組むための
道筋を示す。

具体的な
施策内容

　カーボンニュートラルを実現するために、再生可能エネルギーを導入するための目標策定業務
を行った。主な内容は下記のとおりである。
①取組件に関する基礎情報の収集又は現状分析
②将来ビジョン・脱炭素シナリオ
③将来の温室効果ガス排出量
④再生可能エネルギーの利用促進に係る導入目標
⑤将来ビジョン・目標を達成するための施策

●本町の基礎的な情報収集や現状分析を行い、再エネ導入のポテンシャルや導入課題を把握する事ができ
た。また、町の青年団と東京の若者とのワークショップ等を行い、2030年、2050年の理想の町とは、また、
理想の姿を実現しながらゼロカーボンを実現するためにはどうすればよいかなど、脱炭素を活用した将来ビ
ジョンも検討したうえで、再エネ導入目標の策定を行った。
今後の方針として、今回策定したものを基盤として、本町の持つ再生可能エネルギー導入のポテンシャルを
発揮しつつ、地域課題と絡めて実施できる取組を検討していく。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地球温暖化対策について

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
ゼロエミッションについては，平成30 年度に策定した「瀬戸内町地球温暖化対策実行計
画」の取組目標の実施状況を確認・検証し，国の地球温暖化対策計画と整合性を図りな
がら推進する。更に３Ｒ運動を展開し，町内におけるごみの減量化・再資源化に努める。

具体的な
施策内容

公共施設の燃料及び電気使用量にて温室効果ガス排出量の確認･検証を行った。
基準年の平成25年度と令和３年度を比較し比較排出量として138.9t-CO2 4.0%増となっ
た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３Ｒ運動としては令和３年度実績としてアルミ缶２７．４t、スチール缶１６．９t、ペットボトル３０．５
t、古紙類１２５．８tの処理実績となった。

前期計画と対象施設の基準排出量が変わったため前年度比較できない。
増の要因として、フェリーかけろまの更新によるエンジンの双発化等や設備・施設の新築、きゅら島交流
館建替えによる建物の大型化・町内小中学校空調施設の新たな導入等で温室効果ガス排出量が増
加している。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 温室効果ガスの排出量の削減について

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

計 0 計 0

【評価】
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令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
2018年度に策定した「瀬戸内町地球温暖化対策実行計画」の取り組み目標の実施状況を確認・
検証し、引き続き温室効果ガスの排出量の削減に努める。

具体的な
施策内容

海洋資源を活用した温暖化対策として近年世界的に注目されている藻場造成の実証実験につ
いて、官民連携による取組を行った。

藻場造成実証実験箇所（白浜、清水、諸数、深浦）

●大島海峡内の白浜海域に仕切り網と囲い網を設置をし、他（清水・諸数・深浦）にも囲い網を設置
して仕切り網と囲い網の中にホンダワラが着床した石を投石した。
追跡調査では、仕切り網・囲い網、両方にホンダワラが大きく成長していることが確認できた。
 また、仕切り網ではアオリイカの産卵が確認でき水産資源の保全・回復に期待できる。
今後は、白浜海域を核藻場として保全していき、藻の供給源になるように努めていきたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 グランドデザイン策定について

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 負担金 15,000 一般財源 15,000

　 　 　 　 　

計 15,000 計 15,000

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　瀬戸内町は、人口減少・少子高齢化や経済構造の変化、国際情勢の不安定化、気候変動など
により、今以上に多様で複雑な課題に直面することが予想されます。一方で、生活や仕事のスタ
イルの多様化等による移住希望者の増加や奄美大島の世界遺産登録に伴う国内外からの観光
客の増加等により、地域が活性化する萌芽が見られています。
　このような中、瀬戸内町の持続的成長と環境保全、町民の安心安全な暮らしの実現に向けて、
町民、企業、役場が将来を見据えて一体となって取り組んでいくため、2050年の瀬戸内町の目指
すべき将来像に向けた長期的な方針であり、かつまちづくりの戦略となる「瀬戸内町グランドデザ
イン」を策定します。

具体的な
施策内容

●令和4年度は、本体策定に伴う骨子案を策定
①検討状況と今後の検討方法、検討のポイント
②瀬戸内町が直面する課題の抽出
③2050年の社会の背景
④アンケート、ヒアリングなどから得られた町民の意見
⑤ビジョンと5つの柱

●4年度は、骨子案を策定するために、町の現状の各種データを収集・分析をした。また、今後策定するグランドデ
ザインと各種行政計画の整合性、一体性を図るために、瀬戸内町におけるすべての行政計画を整理し、併せて、
行政の効率化を図るため、再編・統合の必要性と可能性も検討した。また、アンケートやワークショップ等を通じて、
町民が考える地域の課題や将来に対する想いを広く聴き取りした。これらの調査結果を踏まえ、グランドデザイン
の骨子案を策定。次年度には、骨子案をたたき台とした町民の議論を経て、瀬戸内町グランドデザインの策定を
進めていくこととする。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 企画課 係名 産業立地

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ドローン活用によるスマートタウン推進事業

【経費内訳】

2 1 20 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 普通旅費 276 013 デジタル田園都市国家構想推進交付金 50,000

18 ドローン活用によるスマートタウン推進事業負担金 100,000 008 地方創生臨時交付金 40,000

010 (過疎債)ドローン活用によるスマートタウン推進事業 10,000

（一般財源） 276

計 100,276 計 100,276

【評価】

ー80ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町における地域課題（物流、子育て、防災・災害復旧、観光、農林水産物等）の解決を目指
すとともに、新型コロナウィルス感染拡大に対応するため、非接触・非対面の輸送を可能にするド
ローンの技術を活用し、「新たな生活スタイルの確立」を図っていく。

具体的な
施策内容

災害時対応
　・LINEチャットボットアプリの導入検討・地域防災計画の改正案作成・防災会議への参画
平時対応
　・新聞配送の調整・医薬品配送の調整・給食配送に向けた関係各所との連携
その他
　・LLC事業体設立の調整・基地局の整備・ハイエースの改造・ドローン教室の実施

●R4年度はデジタル田園都市国家構想推進交付金を活用し、ドローン物流の実証事業を行うとともに、中高生向
けにドローン教室による人材育成を図る取組も行った。また、瀬戸内町エアモビリティ推進協議会の構成企業だけ
でなく、新たに物流分野でセイノーＨＤ、通信環境分野でＫＤＤＩ、気象観測分野でウェザーニュース社などにも参
画いただき、ドローン事業の連携強化が図られた。



款 項 目 6 款 項 目 1

細
節

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 コミュニティデザイン形成事業

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 7,000 Ｒ４　臨時交付金 7,000

計 7,000 計 7,000

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
令和３年度にオープンした「瀬戸内町すこやか福祉センターHUB」における当該施設の利用促進
や域内経済の好循環を創出する促進や地域内経済の好循環を創出する各種施策を効果的・効
率的に実施する。

具体的な
施策内容

指定管理者と連携を図り、利用者からのアンケートをとりながら、健全な施設運営を図る。

年間利用者数：1,503名
年間利用企業（団体）数：9団体
年度当初に立てたKPIを達成できた。引き続き、テレワーク・ワーケーション需要に対応する利便性の高い
施設となるよう、指定管理者との連携を図る。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 産業立地

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農山漁村振興交付金事業（旧久慈小中学校活用）

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町久慈にある旧久慈小中学校において、農泊事業（宿泊施設、食事処、体験プログラム
等）を推進するにあたり、最適な整備形態を検討することを目的とする。

具体的な
施策内容

・農泊事業（宿泊施設、食事処、体験プログラム等）を推進するにあたり、本施設の最適な整備形
態を検討するための全体事業計画デザイン作成
・料理メニュー開発のための専門家受入
・体験メニュー開発に向けた先進地視察、他地域農泊事業推進団体の視察の受入
・食材提供のための地元スーパーとの調整

●本地域（瀬戸内町久慈集落及び近隣集落）における地域経済の活性化と文化伝統を担う人材の確保に向
け、本地域にある旧久慈小中学校を活動拠点として、地域独自の自然景観・文化、農林水産物や水産加工
品等、様々な地域資源を十分に活かした事業の検討が昨年度より進められてきた。事業をより具体的に推進
していくために本地域に法人が設立されることになった。地域の方々の絆が深まり、地域の若い方の参画に
つながったことから人口の減少に沈んでいた地域に光がさしてきたと感じる。

予算は無し



款 項 目 4 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業次世代人材投資事業　

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 250 17 農業次世代人材投資事業補助金 5,902

18 負担金，補助及び交付金 5,700

（一般財源） 48

計 5,950 計 5,950

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
次世代を担う農業者となることを意向する者に対し，農業次世代人材投資資金を交付することで
就農直後の経営の安定を就農意欲の喚起を図る。

具体的な
施策内容

●経営開始型給付実績
令和4年度　対象者　3名×1,500千円＝4,500千円、1名×1,200円千円　合計5,700千円

●経営が不安定な就農直後（５年以内）の所得を確保する経営開始型給付金を給付することで，青年の就農
意欲の喚起と就農後の定着促進が図られた。



款 項 目 12 款 項 目 26

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 新規就農者育成総合対策事業

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 219 17 新規就農者育成総合対策補助金 952

18 負担金，補助及び交付金 750

（一般財源） 17

計 969 計 969

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
次世代を担う農業者となることを意向する者に対し，経営開始資金を交付することで就農直後の
経営の安定を就農意欲の喚起を図る。
※Ｒ４から施行。

具体的な
施策内容

●経営開始資金給付実績
令和4年度　対象者　1名×1,500千円　　合計1,500千円

●経営が不安定な就農直後（５年以内）の所得を確保する経営開始資金を給付することで，青年の就農意欲
の喚起と就農後の定着促進が図られた。



款 項 目 5 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農地中間管理事業　

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 20 4 2 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 2,593 1 農地中間管理事業委託金 2,595

4 共済費 0

10 需用費 94

11 役務費 13 （一般財源） 158

13 借上げ費 0

8 旅費 53

計 2,753 計 2,753

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
農地中間管理事業を通じて，農地の貸借をおこない，農地の集積・集約化，農業経営の規模拡大，
新規参入等による農用地等の効率的利用を促進し，農業の生産性の向上を図る。

具体的な
施策内容

（1）農地の貸し借りに関する相談等窓口
（2）農用地等の借受・貸付等の推進
（3）農用地利用配分計画案の作成
（4）農用地等の利用状況の把握，契約等の解除，農用地等の一時貸付

●農地借受面積　46,405㎡（4.6ha）（節子8,910㎡，網野子7,483㎡，勝浦2,834㎡，蘇刈11,577㎡，久
根津2,923㎡、篠川1,118㎡、久慈1,568㎡、野見山9,014㎡、於斉981㎡）

●農地転貸面積　4.6ha



款 項 目 1 款 項 目 4

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業創出緊急支援事業（推進事業）

施策の目的
収益性の高い園芸品目を中心とした産地の振興を図るため，付加価値の高い農業生産の推進を
図る。

【経費内訳】

6 1 7 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 1,428 4 農業創出緊急支援事業補助金 1,989

10 需用費 548

11 役務費 124

7 報償費 27 （一般財源） 996

13 使用料及び賃借料 201

15 原材料費 441

14 備品購入費 216

計 2,985 計 2,985

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

具体的な
施策内容

・営農技術の普及，定着のための取組　78回、553人
・新品種・新技術の導入及び実証　14回，281人
・流通，販売業者との連携による流通体制の合理化の検討　1回，1人
・消費者、実需者への情報提供及びニーズ把握　3回、10人
・生産者へのＧＡＰ手法の技術指導，生産者，消費者への周知　2回，67人
・農産加工品の技術開発　1回，40人
・地域農産物や特産品開発情報の紹介，地産地消推進に対応する生産者　3回，165人
・施肥の技術検討，有機農実証圃の設置及び有機農業者への技術指導　5回，78人
・省力化・高品質生産へ向けたスマート農業への取組　3回，50人

●本事業により園芸品目（重点振興品目）の技術定着や新技術等の実証，将来性の高い品目の選定や普及
等が推進され，新規就農者や担い手等への栽培子講習会の実施による人材育成についても図られた。ま
た，ブランド化の推進や特産品等の販路開拓知名度向上，安心安全な農業生産方式の推進，食育地産地
消，有機農業の推進，スマート農業に関する周知等にも取組むことができた。次年度以降についても，付加
価値の高い園芸品目の振興を主軸に各種施策を展開し，本町の農業振興を推進していく。



款 項 目 18 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業創出緊急支援事業（条件整備事業）（Ｒ3繰越）

【経費内訳】

6 1 30 事業 （単位：千円） 15 2 32 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 63,688 1 農業創出緊急支援事業補助金 58,574

17 備品購入費 3,300 （国45,581千円，県12,993千円）

（一般財源） 8,414

計 66,988 計 66,988

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
収益性の高い園芸品目を中心とした産地の振興を図るため、災害に強い施設等の整備により生
産基盤をさらに強化し、付加価値の高い農業生産の推進、有機物の有効利用等の必要な対策を
実施する。

具体的な
施策内容

①ｳｯﾄﾞﾁｯﾊﾟｰ（ＫＣＭ115ＢＬＢ）1台、事業主体：田水果樹生産組合、阿木名地区
②スピードスプレーヤー（SSＡ-Ｚ650）1台、事業主体：阿木名果樹生産組合、阿木名地区
③営農用ハウス，（ＫＰＨＮ型　2連×3棟、3連×1棟　1,872㎡），付帯施設（果樹棚，潅水施設）
事業実施主体：第3本島地区パッション生産組合、阿木名、嘉鉄地区
④循環扇（ＡＢ361ＮＡ）5棟×6基　計30基、瀬戸内町マンゴー生産部会、諸鈍、渡連、嘉鉄地区
⑤農産物保冷貯蔵庫（ＰＲ-18ＣＣ-3.89）　1基、事業主体：瀬戸内町、諸鈍地区

●本事業により、営農用ハウス、省力化機械を整備したことで、生産者の経営基盤の拡大と農業生産力の
向上が図られ、経営所得の増大と園芸品目の産地拡大へ繋がった。



款 項 目 104 款 項 目

細
節

2

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 果樹産地育成支援事業　

【経費内訳】

6 1 14 事業 （単位：千円） 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 2,167

（一般財源） 2,167

計 2,167 計 2,167

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
有望な熱帯果樹品種（たんかん，津之輝，アボカド）の苗木購入費の一部助成を行うことで，農家
の生産意欲の向上とコスト削減を図り，果樹産地の拡大を図る。

具体的な
施策内容

●果樹苗木の購入費の1/2助成
・たんかん苗木　2,088本（助成額1,145,000円）
・津之輝苗木　　 507本（助成額 297,800円）
・その他カンキツ　 160本（助成額 112,660円）
・すもも苗木　　　318本（助成額 149,600円）
・アボカド苗木　   150本（助成額 463,000円）

●苗木購入費の一部助成を行うことで果樹生産農家の生産意欲の向上と苗木導入コストの低減が図れた。
また，果樹の栽培面積の拡大が図られることによって，将来的な果樹生産額の増大と産地化の推進，農家所
得の向上が期待される。



款 項 目 17 款 項 目 1

細
節

1

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 かごしまの農業未来創造支援事業（産地づくり対策）

【経費内訳】

6 1 14 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 1,063 5 県補助金 531

（一般財源） 532

計 1,063 計 1,063

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本地区はたんかんや津之輝、パッションフルーツなど果樹の生産多く、町営農支援センターの利活
用等により、先駆的な農業生産地区としても位置付けられている。本機械の活用により、近年本町
において取組んでいる脱炭素への推進と併せ、省力化体系、循環型農業の推進モデル構築を目
指す。

具体的な
施策内容

●①ｳｯﾄﾞﾁｯﾊﾟｰ（ＫＣＭ115ＢＬＢ）1台
●事業実施主体：瀬戸内町
●実施地区：嘉鉄

●省力化機械化体系の推進による農業経営の安定化と、農業生産による環境負荷低減や循環型農業の推
進に係るモデル地区として、今後様々な研修会等を通して周知・推進を図っていきたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

1

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業　

【経費内訳】

6 1 20 事業 （単位：千円） 15 2 11 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 3,125 共同利用農業施設整備事業補助金 2,187

（県費）

（一般財源） 938

計 3,125 計 3,125

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
さとうきびは加計呂麻島の地域経済を支える重要な品目であるが、担い手不足と作業効率の悪
さが課題となっている。このことから、キビ苗の定植、初期管理等が効率的に実践可能な省力化機
械を整備し、生産性の向上を支援する。

具体的な
施策内容

●さとうきび機械：
　運搬機（ＦＧ190ＳＤ-Ｖ4ＷＤ）、キビ植付機（ＳＰＫ-907ＮＺ）、耕耘機（ＹＡ951）
●事業実施主体：瀬戸内町
●事業実施地区：野見山

●本機械の導入により、さとうきび生産者の省力化と作業効率化が期待され、省力化機械体系の先駆的な
取り組みとして、他の栽培者への波及効果についも期待できる。
今後においても、持続的なさとうきび生産を次世代へ繋ぐべく、あらゆる施策を展開していきたい。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特殊病害虫対策事業

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 15 3 2 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 658 1 特殊病害虫対策事業委託金 1,921

12 委託料 1,409

13 使用料及び賃借料 612

（一般財源） 758

計 2,679 計 2,679

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
奄美群島において、農業生産に重大な被害を与える恐れのある，ミバエ類及びカンキツグリーニン
グ病等特殊病害虫に対し、再侵入警戒または根絶、被害軽減のための防除対策を実施する。

具体的な
施策内容

①ウリミバエ等調査事業（トラップ調査，果実調査）
②カンキツグリーニング病緊急対策事業（サンプリング調査）
③カンキツ類及びゲッキツ類を対象に薬剤散布による媒介虫の防除
④アフリカマイマイの発生調査

●農作物に重要な影響を与える特殊病害虫の侵入防止対策として，定期的なトラップ調査や寄主果実調査
の実施や防除活動に努めた。また，ミカンコミバエの誘殺時には初動対応を迅速に行うことで，発生拡大を
防止することができた。



款 項 目 3 款 項 目 1

細
節

19

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 鳥獣被害対策実践事業(整備事業・推進事業)　

【経費内訳】

6 1 15 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

15 鳥獣被害対策侵入防止柵資材費 17,213 13 鳥獣被害対策実践事業補助金 18,791

18 鳥獣被害対策実践事業（推進事業）補助金 2,100

7

（一般財源） 522

計 19,313 計 19,313

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
鳥獣に関する被害対策を検討し，効果的な防護柵・捕獲ワナの設置を推進すると共に捕獲従事
者を確保する。また，鳥獣被害に対する普及啓発を図り住民参加型の野生鳥獣の住みづらい環
境整備を図る。

具体的な
施策内容

●整備事業：イノシシ侵入防止柵（金網柵）7,700ｍ
●被害防止活動の推進：
・イノシシ捕殺用機材，消耗品等の購入
・被害状況調査，生育環境調査等（実施隊被害調査・雑木等の伐採）

●イノシシ侵入防護柵（金網柵）の農家による自力施工（設置）により，イノシシの侵入防止が図られ農作物
被害の軽減が図られた。しかし，本事業おいては，県からの配分（ｍ数）に限りがあるため要望があった全てを
賄うことができない。このため，今後も県へ対し継続的に要望を行っていきたい。
●被害防止活動の実施により，有害鳥獣の発生状況の把握と被害防止対策の啓発等に繋がった。有害捕獲
についても緊急案件への対処を優先的に取組むことができた。次年度以降においても，本事業において導
入した箱ワナ機材を有効活用し，効果的な有害捕獲による被害軽減を図りたい。



款 項 目 4 款 項 目 1

細
節

26

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 緊急捕獲活動支援事業　

【経費内訳】

6 1 15 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 鳥獣捕獲報奨金 7,954 21 鳥獣被害防止緊急捕獲等対策事業補助金 2,196

（県補助金）

（一般財源） 5,758

計 7,954 計 7,954

【評価】
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令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
イノシシによる農作物への被害が著しく，生産意欲の低下を招いている。このことから鳥獣捕獲等
の対策が急務となっており，本事業において有害鳥獣の捕獲頭数を増加させ農産物への被害を
軽減させる。

具体的な
施策内容

①イノシシ捕獲報償費　成獣512頭×15,000円＝7,680,000円
　　　　　　　　　　幼獣  1頭× 1,000円＝   1,000円
②カラス捕獲報償費　  　　 273羽×1,000円＝ 273,000円  計7,954,000円

●本事業の導入により，有害捕獲従事者（狩猟者）の有害捕獲意欲が高まり，有害鳥獣の個体数低減に一定
の効果があったと思われる。また，補助金と併せ一般財源の積上げにより，事業量の拡大についても取り組
んでいる。次年度においては更に一般財源を上乗せし捕獲単価の増額を行うとともに，猟友会の協力を得な
がら，鳥獣対策実施隊との連携による農作物被害の低減を図っていきたい。



款 項 目 18 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農林水産物輸送コスト支援事業 

【経費内訳】

6 1 3 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 4,190 22 農林水産物等輸送コスト支援事業補助金（農産物） 4,331

3 共済費 607

18 農林水産物輸送コスト補助金（農産物） 298

（一般財源） 764

農林水産物輸送コスト補助金（農産物）

計 5,095 計 5,095

【評価】
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令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
奄美群島においては，農林水産物を島外へ出荷する際に陸輸送に加えて海上輸送費が必要に
なり、本土より高い輸送コストを負担している。このことから，輸送コスト支援事業により流通体制の
不利性を軽減することで、生産基盤の強化に取り組み農林水産業の経営強化を図る。

具体的な
施策内容

①農林水産物の輸送コスト支援　農産物（野菜，果樹，花き）298千円
②原材料等の輸送コスト支援　　たんかん段ボール　　　  0千円
③市町村事務費（農林課・水産振興課 ） 　　　　　　 4,797千円

●輸送コスト支援事業によって、輸送コストの軽減がなされ、経営の安定、向上が図られた。



款 項 目 18 款 項 目

細
節

2

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 堆肥運搬費助成事業　

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 堆肥助成補助金 108 （一般財源） 108

計 108 計 108

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
堆肥（フレコン）運搬費の助成を行うことで，持続性の高い農業生産方式の導入（エコファーマー）
の推進や，有機農業への転換など環境と調和した農業生産が図られる。また，運搬費の支援を行
うことで。農業経営におけるコスト低減が図られる。

具体的な
施策内容

●堆肥（フレコン）運搬費の助成額　108,900円
　フレコン堆肥　81袋×500㎏＝40,500㎏（40.5t）
（運搬費）1袋あたり
本島：1,080円，加計呂麻島：3,240円，請島・与路島：3,640円

●堆肥などの有機物を積極的に活用し，化学合成肥料の低減に取り組むことは環境保全型農業の推進や
SDGsへの取組みなど，現在の農業生産を行う上で不可欠となっている。また，本事業によりフレコン堆肥
（約500㎏）の運搬経費を助成することで，本島側と加計呂麻島，請島，与路島地域の運搬費の格差が是正
されると同時に農家の生産コストの低減にも効果があると考えている。しかしながら，前年度に比べ利用者が
少なったことからその要因について検証する必要がある。また，今後，フレコン堆肥以外の堆肥製品への拡
充等も視野に入れ進めていきたい。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町荒廃農地開拓事業

【経費内訳】

6 1 6 事業 （単位：千円） 20 5 5 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

農業・農村対策事業費 8,241 14 （一般財源） 7,547

負担金 694

計 8,241 計 8,241

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
新規就農者や認定農業者など本町の農業担い手の規模拡大と農業収益の向上を図る目的とし
て遊休農地や荒廃農地の再生整備を行う町単独事業。

具体的な
施策内容

●荒廃農地の整備実績　23,140㎡、件数31件

●平成15年より実施している本事業は、荒廃農地の解消と併せて、新規就農者の営農基盤の確保や規模拡
大への支援として効果が発揮されている。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町営農支援センター研修制度

施策の目的 農業の基礎知識・技術に関する実地研修を行い地域農業の振興に貢献しうる人材の育成

【経費内訳】

6 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 1,822 一般財源 7,456

3 期末手当(会計年度任用職員) 360

8 費用弁償（通勤手当） 24

8 旅費 53

10 需用費 3,530

11 役務費 46

13 使用料及び賃借料 115

15 園芸用材料費 549

17 備品購入費 957

計 7,456 計 7,456

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

具体的な
施策内容

①農業基礎講座
②研修施設等を活用した実践研修
③その他就農に向けた各種研修会への参加等

●令和4年度は、2名の研修生（果樹）を受け入れ、農業の基礎知識を身につけるために、果樹・野菜、土壌・
肥料、経営改善等の講座制研修を行い、研修ハウスで実習する事により、4名の新規就農者を確保すること
ができた。
　今後も研修生を受入れて、新規に就農できる人材を育成していく。



款 項 目 1 款 項 目 27

細
節

1

1

1

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 加計呂麻島きび酢村構想推進事業

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 1 1 1 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 業務委託料 1,496 3 基金繰入金 1,578

13 用地借上げ料 72

16 土地料 10

計 1,578 計 1,578

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
令和３年に策定した「きび酢村施設整備基本計画（案）」に係る導入すべき施設や機械、運営等
について情報収集や整理を行い本計画の具体化について推進を図る。

具体的な
施策内容

●さとうきび耕作にかかる情報収集・整理
●きび酢村施設での飲食機能にかかる情報収集・整理
●用地借上げ、取得料

●省力化機械の導入については、収穫作業の「刈倒し」、「脱葉」、「搬出」の労力が大半を占め、特に刈倒
しの労力軽減機械の情報収集や先進地の取組みを考察し、刈倒し機制作、導入に向けた必要性が認識でき
た。
●飲食機能に関するニーズや現状・課題を整理した結果、加計呂麻で求められる過ごし方のひとつとして、
「食を楽しむ」や「加工体験・見学」、「土産品の購入」の回答が多いことから、付帯施設の方向性が整理で
きた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 多面的機能支払事業（その他）

【経費内訳】

6 1 13 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 多面的活動推進事業 3,676 9 多面的機能支払い交付金（本体） 2,955

（一般財源） 721

計 3,676 計 3,676

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
水路、農道、ため池および法面等、農業を支える共用の設備を維持管理するための地域の共同
作業に支払われる交付金である。

具体的な
施策内容

補助率は国５０％、県２５％、町２５％
⺠農業者および地域住 等は、グループ (活動組織) をつくり、活動計画書を提出する。

⾏グループはそれをもとに市町村と協定を結び、共同作業を った。
⾏市町村は、活動の実施状況の確認等を った。

●平成１９年度から行っている事業であるが、リーダー及び事務を行う人材が確保できないために、活動組織
の増加がない状態になっている。
ピーク時には10組織（143.3ha）あったが、令和4年度は8組織（120.4ha）となった。
休止中の組織や意欲のある集落等に地元説明会などを行い、活動組織の増加につなげたい。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

254

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 里山林総合対策事業　

【経費内訳】

6 2 6 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 薬剤樹幹注入委託料 2,399 8 里山林総合対策事業補助金 1,674

（一般財源） 725

計 2,399 計 2,399

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
希少野生生物保護の観点から、奄美地域では松くい虫被害予防のため薬剤散布が実施できな
いことから、奄美地域に限り、道路沿線や集落背後地等における重要なマツへの薬剤の樹幹注入
を図る。

具体的な
施策内容

補助金は県７０％、町３０％
　道路沿線や人家背後等の優先箇所での薬剤の樹幹注入を実施することにより、住民の生活の
安全の確保が出来た。

●樹幹注入を集落及び学校施設等行っており、令和４年から令和７年度を繰返しの樹幹注入を行ってマツへ
の被害を防いでいく。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 水源林造成事業費

【経費内訳】

6 2 3 事業
（単位：千円）

20 4 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 除伐事業委託料 846 1 水源林造成受託業務委託 846

計 846 計 846

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
健全で優良な森林資源の造成と水源かん養機能増進のため、対象森林に適切な保育（伐採）施
業を実施する。

具体的な
施策内容

受託費：１００％（国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林整備センター 鹿児島水源林整
備事務所）

除伐（スギその他広葉樹）を5.64ｈａ行った。

●適切な保育施業を実施することにより、健全で優良な森林資源の造成と水源かん養機能増進を図る。
令和4年度は篠川2.68haを計画どおりに行った。
瀬戸内町森林組合と協議を行いＲ5は阿木名を計画をしたい。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

14

1

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 森林環境譲与税事業

【経費内訳】

6 2 8 事業
（単位：千円）

2 4 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 77 1 森林環境譲与税 5,386

15 案内板材料費 1,276

17 備品購入費 289 （一般財源） 8

24 森林環境譲与税基金積立 3,752

計 5,394 計 5,394

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町が行う間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその
促進の支援等行う。

具体的な
施策内容

地方交付税１００％
木材利用の促進や普及啓発活動により、森林整備や林業の活性化が図られた。

●瀬戸内町では、地元小学校と連携して、木材利用を通じた地域住民への森林整備への理解の醸成に取り
組んでおり、森林環境譲与税を主に木材利用に充てていく。
•古仁屋小学校（学童クラブ）・諸鈍小中学校と連携した木工体験学習し、木材利用の拡大を図ることが出来
た。
令和５年度は伊子茂小中学校と連携していきたい。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）農林水産物輸送コスト支援事業　

【経費内訳】

6 1 3 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 農林水産物輸送コスト支援事業 3,756 22 農林水産物輸送コスト支援事業 3,193

（一般財源） 563

計 3,756 計 3,756

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
農林水産物を島外出荷する場合、本土における陸上輸送費に加えて海上輸送費等が必要とな
り、本土に比べて高い輸送コストを負担している。このため、輸送コスト支援により流通条件の不利
性を軽減し、本土産地と同一条件の環境を整える。

具体的な
施策内容

補助率は国7０％、県1５％、町1５％
奄美群島で生産された農林水産物を出荷する際の県本土までの海上輸送費の一部を助成し
た。

●令和3年度から奄美産木材流通促進協議会を中心に、スダジイ等奄美産材の輸送コスト支援を行いまし
た。                                                                                                                                                                             

㎥ ㎥ ㎥3年度実績　995 　4年度実績451 　５年度予定２４００



 

款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町漁船漁業燃油緊急対策事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 2,870 一般財源（ふるさと応援基金） 2,870

計 2,870 計 2,870

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
漁船漁業者の窮状に鑑み、町の水産業振興施策と連携しながら、漁船漁業者の操業意欲
を確保することにより、漁家経営の安定と水産物の安定供給を維持・確保する。

具体的な
施策内容

瀬戸内漁業協同組合の組合員であり、水揚げ高が年間50万円以上の漁船漁業者が使用す
る漁業用燃油の購入費を助成する。漁協が助成に要する経費について、予算の範囲内に
おいて補助金を交付する。（漁業用燃油購入費の10％）

新型コロナウイルス感染症の影響で需要が減り、魚の価格が落ち込んだため、漁に出る船が減少し
た。このためA重油取扱高が246,505L、金額（税込）28,700,914円でこのうちの10％、2,870,091円を
補助した。
昨年と比較すると増加傾向であり、新型コロナウイルスの影響による需要の低迷や燃料費の高騰によ
り、負担が増えている漁家経営の安定と水産物の安定供給を支援した。



 

款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特別水産業対策基金繰出金利子

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 226 一般財源 226

計 226 計 226

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内漁協組合員の円滑な漁業経営のために、町が預託した金融機関から「特別水産業
対策基金」を借り入れた場合に発生する利子を補助する。

具体的な
施策内容

町内の２金融機関（奄美信用組合・奄美大島信用金庫）へ5,000,000円ずつ預託。
各金融機関はこの預託金を活用し、漁協組合員に貸し付けしている。3.5％の利子に対
し、８割を補助する。

奄美信用組合の令和４年融資残高は、運転資金２件1,219,300円、令和４年利子補給金は85,853円。
奄美大島信用金庫の令和４年融資残高は、設備資金４件4,133,844円、利子補給金は140,338円。
燃料の高騰やコロナ禍による需要減の影響を受ける漁業者の経営安定化につながった。



 

款 項 目 3 款 項 目 3

細
節

3

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 離島漁業再生支援交付金事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 9,696 5 県支出金 7,284

一般財源 2,412

計 9,696 計 9,696

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

構成員が行っている従来の漁業に加え、種苗放流、漁場の維持管理等、漁場の生産力の
向上に関する取り組みを行い、新たに魚価の安定化を図るため、地場産の加工品の商品
化に向けた研究をはじめ、漁食普及活動等の実施及び販路拡大を行うことにより、漁業
所得の向上による漁業集落の活性化を目的とした。

漁業の再生を図るため、大切な地域資源である漁場の生産力向上や利用に関する話し合い、種苗放
流、漁場の管理・改善に関する取組、産卵場・育成場の整備などの取組を行うことで、新たな資源の
確保が図られ、効果的な資源管理を推進することができた。

具体的な
施策内容

《集落が行った取り組み》                         
・漁場の生産力向上と利用に関する話し合いを年5回開催            
・種苗放流…クエ(大島海峡内5海域に900尾)             
・サンゴ保全…オニヒトデ・シロレイシガイダマシを駆除       
・サメ駆除…漁業被害の原因となっているサメを買い取り方式により駆除（244匹）                                   
・産卵場・育成上の整備…イカ産卵場（イカ柴）を400基整備し、追跡調査実施  
・藻場造成･･･囲網を撤去及び作成したほか、藻場造成の視察や調査を実施
・密漁監視…イセエビの解禁に伴い、町内全域で密漁監視                              
・加工品開発…安価な水産物を使用した加工品開発
 （マグロ胃袋、シビ、ソデイカ等）                     



 

款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 マグロ消費促進事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 2,116 一般財源(ふるさと応援基金） 2,116

計 2,116 計 2,116

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

新たな観光客の入れ込み数増や流れをつくるきっかけとして、国内有数のクロマグロ養
殖産地である本町の養殖クロマグロを地元飲食店や鮮魚店で気軽に食し、購入できる環
境を整える。

具体的な
施策内容

養殖業者から瀬戸内漁業協同組合がクロマグロを購入し、町内業者（仲卸業者・飲食
店）は漁協より購入する。キログラム当たり1,000円を町が補助金として漁協に支出する
ことにより、町内の飲食店における養殖クロマグロの消費拡大を行い、養殖クロマグロ
国内有数の町として地域振興に繋げる。

●町内５業者の飲食店が18本のクロマグロを購入し、総重量は1959.6kg、平均重量85kgでクロマグロ
丼やクロマグロネギトロ丼、刺身定食等で町民及び観光客へ販売した。



 

款 項 目 4 款 項 目 3

細
節

2

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 水産物流通支援事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 5,518 7 県支出金 3,319

10 需用費 14 一般財源 2,213

計 5,532 計 5,532

【評価】
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令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
水産物の出荷団体が，奄美群島から沖縄本島まで出荷する際の輸送費の一部を補助する
ことにより，販路拡大等を行う。

具体的な
施策内容

奄美群島と沖縄県は，地理的，歴史的，文化的につながりが深く，住民生活の関わりも
深い地域である。また，奄美群島から沖縄本島へは，多くの水産物が出荷されており，
沖縄本島は，鹿児島県本土と同様に一大消費地となっているので，奄美群島の水産業に
とって重要な消費地である沖縄本島への販路拡大等を促進する必要があるため，沖縄本
島までの輸送費の一部を補助し，負担を軽減することによる販路拡大等の効果をあげ
る。

生産基盤の強化，流通体制の改善，販路開拓等にかかる経費等に活用しており，販路拡大につながってい
る。本町から沖縄県へR4年度内に約644ｔの町内産水産物が出荷され，その輸送費の一部を補助した。



 

款 項 目 8 款 項 目 1

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農林水産物輸送コスト支援事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 25,490 22 国庫支出金 17,843

22 県支出金 3,823

一般財源 3,824

計 25,490 計 25,490

【評価】
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令和4年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

水産物を奄美群島島外へ移出する場合や移出する農林水産物の原材料等を移入する場
合、本土における陸上輸送費に加えて海上輸送費等が必要となり、本土より高い輸送コ
ストを負担している。このため、奄美群島算水産物の生産・出荷に係る輸送コストを補
助することにより、流通条件の不利性を改善し、生産振興や産業振興を促進する。

具体的な
施策内容

奄美群島で生産された水産物の出荷に要する鹿児島港又は鹿児島空港までの海上・航空
輸送経費相当額を補助する。 

 本町から鹿児島県へR4年度内に約2,569ｔの町内産水産物が出荷され、その輸送費の一部を補助し
たことで、流通条件の不利性が改善されたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度より
出荷量減となった。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町肉用牛増頭推進対策事業　

【経費内訳】

6 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 優良牛保留導入対策 1,400 一般財源 1,400

計 1,400 計 1,400

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
繁殖雌牛を導入しようとする意欲ある肉用牛農家に対し、助成措置を講じることで本町の繁殖雌
牛の頭数を確保するとともに肉用牛経営の安定を図る。

具体的な
施策内容

繁殖雌牛の資格を有すると認められた子牛を導入した農家対し交配時期までの育成費用として
１頭につき３５，０００円を交付する。

●令和４年度は、４０頭の優良繁殖牛を導入して育成費の助成を行った。
令和５年２月1日調査時の繁殖牛飼養頭数は４０８頭で、前年から11頭減少したが、購入飼料の高騰が続い
て導入を控える中で概ね頭数の維持ができた。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名 肉用牛導入基金

事業名 家畜導入事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

肉用牛導入基金 3,960 肉用牛導入基金 3,960

計 3,960 計 3,960

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
優良繁殖雌牛を導入する農家に対し、購入費用の上限330,000円を貸付ることにより、本町の繁
殖雌牛の頭数を確保するとともに肉用牛経営の安定を図る。

具体的な
施策内容

優良繁殖雌牛を導入する農家に対し、購入費用を軽減するために、上限330,000円を６年間無利
子で貸付を行う。
貸付牛　１２頭　貸付額　３，９６０千円

●令和４年度は、肉用牛導入基金を活用して、１２頭の優良繁殖牛を導入を行った。
期末基金額が減少しているため貸付頭数に制限があり減少しているが、今後は主体間調整を行い基金の造
成を図る。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 種豚導入事業

【経費内訳】

6 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 優良種豚導入事業 100 一般財源 100

計 100 計 100

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
優良種豚を導入する農家に対し、購入費用を助成することにより、本町の養豚の頭数を確保する
とともに養豚経営の安定を図る。

具体的な
施策内容

優良種豚を導入する農家に対し、購入費用を軽減するために、導入価格の1/2（上限100,000円）
を助成する。

●優良種豚導入事業を活用して、２頭の優良種豚の導入を行った。
　町内の2戸の農家による養豚の飼養頭数は、成豚９７頭で前年度より２２頭減っているが、飼料価格の高騰
が続き経営が厳しくはあるが、優良な種豚を導入することで経営の維持・安定を図っていく。



款 項 目 款 項 目 4

細
節

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（畜産振興施設整備）

【経費内訳】

6 1 22 事業
（単位：千円）

15 2 11 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費 41,030 6 県補助金 35,345

17 備品購入費 15,558 一般財源 21,243

計 56,588 計 56,588

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 飼料作物収穫機械の整備を行うことで、粗飼料自給率の向上と、肉用牛経営の安定を図る。

具体的な
施策内容

飼料作物収穫機械一式
農機具格納庫　１棟　１１７㎡

●本事業で飼料作物収穫機械一式を整備することで、粗飼料自給率が向上し生産性の高い肉用牛経営が
できるようになった。
　特定離島（請島）での自給飼料の確保・増産により、購入飼料や生産資材等の高騰に左右されない、肉用
牛の生産基盤の強化が図られた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 令和４年度瀬戸内町商工会プレミアム商品券事業（20％）

【経費内訳】

7 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 2,500 （一般財源） 2,500

計 2,500 計 2,500

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 域内消費喚起により地元消費拡大、地域の経済活性化を図る。

具体的な
施策内容

町民の域内消費喚起の促進（プレミアム商品券の発行）
発行総額　1,260万円　原資の1,050万円にプレミアム率20％、210万円を加算
1冊　10,000円（500円券×24枚）で販売。

●毎年プレミアム率を10％にし、年２回販売していたが、他の市町村が実施しているプレミアム商品券と比
べるとプレミアム率が低いというご意見をいただき、今年はプレミアム率を20％に上げ、販売を1回にし販売
したところ完売した。
原材料の高騰による物価高高騰によって消費者の買い控え等が発生している状況を鑑みると、20％のプレ
ミアム率でも発行総額1,260万円を地元商工会加盟店にて使用することで、域内消費喚起、商店街の活性
へ繋がった。



款 項 目 3 款 項 目 1

細
節

01

03

02

01

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 マイナポイント事業費（広報）

【経費内訳】

2 1 22 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 001_報償費 100 15 マイナポイント事業費補助金 308

8 001_旅費 79

10 001_消耗品費 51 （一般財源） 1

11 001_役務費 79

計 309 計 309

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 町内商工業者のキャッシュレス決裁の利用拡大を図りつつ、消費喚起や生活の質の向上を図る

具体的な
施策内容

キャッシュレス決裁サービス利用可能店舗普及促進セミナーの開催
１回目　オンラインセミナー（Zoom開催）
２回目　現地セミナー（きゅらじま交流館１階）

●マイナポイント事業費（国庫10/10・単年）を活用し、オンラインセミナー及び現地セミナーを開催した。
マイナポイント第２弾事業が開始され、キャッシュレスやＪＰＱＲ等について改めて学ぶ機会を作り、初心者の
方でも学びやすい内容を提供することで、キャッシュレス導入に向けた店舗の普及促進を図りつつ、域内消
費喚起や生活の質の向上を図った。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 【消費者対策】消費者行政

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

（必要経費無し）

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
特殊詐欺事案など増加傾向にある中、町民の安心・安全な消費生活につながるように、消費者
啓発及び消費者教育の強化を図る。

具体的な
施策内容

広報紙による啓発活動、消費者教育の一環として出前講座を実施。
大島消費生活相談所と連携の促進による相談体制の維持・充実を図った。

●消費者被害の未然防止・被害拡大防止のため、広報せとうち及びＳＮＳ等による啓発活動を実施。
　せとうち出前講座を１回実施し、消費者教育を図った。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 商工業制度資金等利子補給補助金

【経費内訳】

7 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 234 （一般財源） 234

計 234 計 234

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町商工会に加入している商工業者が、設備資金及び運転資金として借り入れた制度資
金を対象に利子補給し、町内商工業の育成及び振興を図る。

具体的な
施策内容

補助対象事業者数：4事業者
補助対象金額合計：24,160千円
補助率：融資利率を上限とし、借入金額の1％
補助金額合計：234千円

●国・県の新型コロナウイルス関連の融資等を利用する事業者もいるため、コロナ前に比べ利用者は少な
いが、国・県の融資等を利用できなかった事業者にとっては、町の「商工業制度資金利子補給事業」を利用
することで、経営の安定に繋がった。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

2

2

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 「体験型・滞在型観光メニュー」の開発及び受入体制の充実

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

21 1 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金（あまみ大島観光物産連盟） 2,179 3 過疎債ソフト分（奄美せとうち観光協会） 5,500

18 負担金（奄美群島観光物産協会） 2,788 一般財源 5,437

18 補助金（島案内人協会） 470

18 補助金（奄美せとうち観光協会） 5,500

計 10,937 計 10,937

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
持続可能な観光地づくりの推進を目指すため、地域に残る豊かな自然、固有種や希少種、個性的
な伝統文化、歴史や史跡、食文化等を守り、活かしながら、「体験型・滞在型観光メニュー」の開発
や観光客の受入体制の整備・充実を図る。

具体的な
施策内容

町内においては、奄美せとうち観光協会や瀬戸内町島案内人協会及び各観光ガイド、広域的な
視点では、奄美群島観光物産協会やあまみ大島格好物産連盟と連携・協力し、目的の達成に向
かう。
①インバウンド向け情報発信
②自然体験ルートの設定
③瀬戸内町島案内人協会との連携

●インバウンド受入整備として、多言語翻訳ツールの二次元バーコードシール作成及びあまみ大島観光物
産連盟等と連携し多言語での情報発信を行った。バーコードシールについては、今後、町内各観光案内板
等への貼り付けを随時行っていきたい。
●奄美せとうち観光協会やエコツアーガイドと連携し、新たな自然体験ルートの選定を行った。今後は、利
用ルールの設定やその活用方法について検討を進めていきたい。
●瀬戸内町島案内人協会と連携して、観光ガイドの育成研修を行いながら、お客様の受け入れ体制を整備し
たが、R4年度については受け入れ数は０であった。R5年度は数件の受け入れを実施済みだが、今後も情報
発信に務めながら、体験型観光メニューの定着を目指していきたい。

　全般として、今後とも情報発信の強化及び各団体との連携を密にしながら「体験型・滞在型観光メ
ニュー」の開発や観光客の受入体制の整備・充実を図っていきたい。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 観光イベント事業

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料（シーカヤック） 7,000 16 シーカヤックマラソン大会参加料 3,620

12 委託料（ハーフマラソン） 5,650 35 加計呂麻島ハーフマラソン大会参加料 2,055

一般財源 6,975

計 12,650 計 12,650

【評価】

ー119ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　本町の自然特性を活かしたイベントを開催することで、全国の多くの方に本町の魅力を発信し、
自然や文化に親しむ機会をつくり、観光振興や文化交流を促進する。また、多くの町民の一体感を
増進させ、地域づくりへの創造心を醸成し、活力ある地域の形成と住民の定着を図る。

具体的な
施策内容

町外、町内のコロナの状況に応じて、感染予防対策を徹底しながら
①奄美シーカヤックマラソンIN加計呂麻大会
②瀬戸内町みなと祭り
③加計呂麻島ハーフマラソン
を実施する。

●奄美シーカヤックマラソンIN加計呂麻大会については、感染予防対策を徹底しながら開催に向け準備を
行っていたが、台風接近によりやむなく大会中止を決定した。
●瀬戸内町みなと祭りに関しては、町内の夏場のコロナ感染状況悪化により、島内５市町村とも連携した協
議の中で、ほとんどの日程の中止をやむなく決定した。ただし、花火大会だけはコロナ交付金を活用し、感
染予防対策を図りながら実施することができた。（R４.8.21）
●加計呂麻島ハーフマラソンは、感染予防対策を図りながら３年振りに実施した。（R4.11.7）

　次年度以降も中止の影響により参加者の減とならないよう引き続きPR広報に努めつつ、新規参加者及び
リピーターの確保を図りたい。また、同様のイベント継続だけを目的としないよう、常に改革の意識と事務事
業スクラップの観点を持つことも今後は重要である。



款 項 目 5 款 項 目 1

細
節

2

3

6

2

1

1

1

1

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ぐるっとイイ旅E-Bike事業

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費（消耗品費） 88 74 雑入（E-Bike使用料） 1,543

10 需用費（修繕料） 175 120 雑入（E-Bikeコースマップ売上料） 4

10 需用費（燃料費） 104

11 役務費（保険料） 372 一般財源 1,024

12 委託料（メンテナンス） 204

12 委託料（貸出業務） 443

13 使用料及び賃借料（船舶借上料） 42

17 備品購入費（車両） 1,143

計 2,571 計 2,571

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
観光型レンタサイクルを利用することにより、加計呂麻島、請島、与路島での時間を有効的に活用
して自分のスケジュールで自然を満喫出来るようになり、今後の観光客の増加に繋がることを目
的とする。

具体的な
施策内容

E-Bike(電動自転車)のレンタル事業
（瀬相６台、生間６台、体験交流館８台、請阿室２台、池地２台、与路２台　計２６台）

　これまでのシェアサイクルに代わり、自然環境にも配慮した自転車「E-Bike」を整備し、R4年度より本格
的にレンタル事業を開始した。R4年度中のコロナ終息に伴う状況下で、利用者数も増加傾向が見られてい
る。
　今後も、世界自然遺産登録によって増加する観光客の利用促進や地域・経済の活性化を目的に、加計呂
麻島においては加計呂麻島展示・体験交流館を貸出拠点として島の魅力を発信しつつ、持続可能な観光地
づくりを目指して「観光型レンタサイクル」を推進し、観光客等の利用促進を図りたい。
　R5年度以降については、現在のレンタサイクル事業の状況を分析しながら、より利活用しやすい場所の選
定や本島側での事業実施に向けて検討を進めたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

1

1

1

1

1

1

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 観光施設の整備

【経費内訳】

7 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費（清水トイレ・シャワー） 29,479 1 （国）奄美群島成長戦略推進交付金（清水トイレ・シャワー） 14,739

12 委託料（高知山トイレ設計見直し設計） 259 1 （県）奄美群島成長戦略推進交付金（清水トイレ・シャワー） 2,947

12 委託料（高知山トイレ解体設計） 418 12 地域振興推進事業補助金（ナハンマ公園） 5,000

14 工事請負費（呑之浦観光道路） 2,000 6 辺地対策事業債（ナハンマ公園） 5,000

14 工事請負費（清水トイレ・シャワー解体） 1,122 1 辺地対策事業債（清水トイレ・シャワー） 10,700

14 工事請負費（西古見ナハンマ公園護岸） 11,000 一般財源 5,892

計 44,278 計 44,278

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
世界自然遺産登録を契機とした観光客の増加に対応するための受入体制充実の一つとなる観
光施設整備について、年次計画に基づき取り組んでいく。

具体的な
施策内容

①清水トイレ・シャワー施設整備（R3年度からの繰越事業）
②高知山トイレ設計関係
③観光道路補修工事（呑之浦地区）
④清水トイレ・シャワー施設解体
⑤西古見ナハンマ公園改修工事（護岸工事）

コロナ禍によりR3年度より繰越となっていた清水トイレ・シャワー新設整備を含め、各観光施設の整備を
行った。
　今後とも、世界自然遺産登録後に訪れる国内外からの観光客に対応した観光施設の整備を、整備計画に
基づき、町財政状況を勘案しつつ、優先順位を考慮しながら実施していき、癒やしの島を満喫できるよう観
光施設整備を推進する。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 医事・庶務係

会計区分 特別会計 会計名 巡回診療施設特別会計

事業名 島の保健室出張相談所

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

- -

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
チームせとうち”我が事・丸ごと”支え愛事業の一環として、看護師が加計呂麻地区を対象に「福
祉・医療・介護」の相談窓口となり、関連する機関と連携して解決を導いていく。

具体的な
施策内容

・体温や血圧測定などをとおした気軽な相談体制
・地域包括支援センター及び介護施設、医療機関との連携
・役場窓口業務の代行

●地域住民の健康や福祉といった課題に対応するため瀬相港・生間港待合室に出張相談所を設け、関係機
関へつなぐことで地域共生社会体制づくりを推進した。
相談件数　437件　（本人432件　住民3件　その他2件）



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 企画 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域提案型事業（住民参加型）

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

地域提案型事業 4,843 一般財源 4,843

計 4,843 計 4,843

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
住民参画と協働により安心して住みやすいまちづくりを推進するため取り組む事業に対して交付
する。

具体的な
施策内容

交付上限　：　1集落・団体　３００千円　（補助率：９/１０以内）
採択事例
　①集落内の景観を保全するための美化作業　②子育て支援
　③文化芸能遺産等保存伝承整備　④地域産業活性化支援　⑤観光・交流支援　など

●令和4年度実績
　20事業　交付決定合計額4,843千円
　  １事業が委託事業者の都合により取り下げ

　今後も継続して事業を実施し各集落・団体等へより分かりやすい周知を心がけ、要望等に対し幅広い活用
を促進していくことで集落の活性化等、持続可能な地域づくりに繋げていきたい。



地区コミュニティ担当職員と集落との連携強化

款 項 目 款 項 目

細
節

課名 企画 係名 企画振興係

会計区分 会計名

事業名

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　各集落の抱える様々な問題に対して、行政経験豊富な職員等が地区割により各集落担
当としての使命を担い、関係課局との連携を図りながら課題解決へ向けて迅速な対応を
とることにより、縦割り行政から脱却し、弾力的で横断的な対応及び庁舎内の体制を整
えるものとする。

具体的な
施策内容

全６４地区　128名プラス役職職員64名を配置
①嘱託委員会時に各地区担当職員が同席
②地区コミュニティ担当職員は、原則、集落と役場担当課との連絡調整員の役割を行う。
③活動報告は、年２回（上半期・下半期）の定期報告を行う。
④その他、随時、災害等発生した場合は、担当集落への聞き取り調査を実施する。

●令和４年度実績
活動件数：497件
（市街地：54件・古仁屋地区：138件・西方地区：57件・鎮西地区：147件・実久地区：101件）

令和5年度の新体制構築に向け、試験的に職員配置の見直しを行った。各地区概ね3名体制（うち1名サ
ポーター）
担当職員と地域の連携強化のため、嘱託員会開催時に、コミュニティ担当職員の同席を実施した。
また、年２回の聞き取り調査をはじめ、災害時の状況確認や集落行事等に参加。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 結婚新生活支援事業

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

14 2 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 128＿結婚新生活支援 2,888 7 結婚新生活支援事業補助 699

（一般財源） 2,189

計 2,888 計 2,888

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
結婚に伴う新生活を経済的に支援し、若い世代の結婚の希望をかなえ地域における少子化対策
の強化に資することを目的とする。

具体的な
施策内容

交付１件当たり、３０万円を上限に支援。うち1/2（上限）程度が国庫補助。
婚姻届窓口との連携により、交付条件を満たす世帯は、15件となった。
世帯合計所得や年齢など、国の交付基準に沿ったものとしている。（Ｒ３年度から、国の交付条件も
緩和された。）

●平成29年度より本事業を実施。これまでの交付実績は、15件となっている。
　財源が国庫（1/2まで上限）である。世帯合計所得や年齢などは国の交付基準に沿ったものとなっている。
本事業の周知度が増し、年々申請世帯が増えている状況である。
　国もＲ３より交付対象世帯の増へ向け、交付条件を緩和し、若い世代の結婚の希望をかなえ地域における
少子化対策の強化となることから、本事業を継続することとなった。また、新婚の全世帯を対象とする「結婚
祝い食事券給付事業」を実施し、本事業と並行して、今後も結婚新生活への支援として継続していきたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 消防団員募集活動

【経費内訳】

9 1 10 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 44 （一般財源） 44

計 44 計 44

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 地域の安全・安心の重要な担い手である消防団員の入団促進を目的とする。

具体的な
施策内容

・消防団団員募集のぼり旗の作成・設置
・町広報紙，ホームページ，SNSに団員募集記事の掲載
・条例改正に伴い令和４年度からの年額報酬・活動報酬の増額
（令和４年３月２日条例改正）

●のぼり旗の設置や町広報紙，SNSによる募集等をとおして，消防団への入団促進が期待出来る。
(令和4年度入団者数17名，退団者数10名）



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 消防用資機材の整備

【経費内訳】

9 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 1,280 （一般財源） 1,280

計 1,280 計 1,280

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
経年劣化した小型動力ポンプの更新整備を行い，災害時における消防団活動のより効果的な消
火活動を図ることを目的とする。

具体的な
施策内容

嘉徳集落
　小型動力ポンプ更新整備
　日本消防検定協会認定　小型動力ポンプ　B-３級　VE25A　１台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●平成１７年１月に配備後17年が経過し，経年劣化，塩害被害が著しく整備にも苦慮し，有事の際に不安が
あった小型動力ポンプを更新整備したことにより，消防力が向上し災害等に早急に対応出来るようになり，消
防体制の機能強化が図られた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 火災予防・応急手当普及啓発活動

9 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 費用弁償 80 （一般財源） 80

計 80 計 80

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

女性消防団により保育所，幼稚園等で次世代を担う子どもたちに命の大切さや火災予防に関す
る啓発活動を目的とする。また，応急手当普及啓発活動を通して，バイスタンダー（救急現場に居
合わせた人）育成を図り救命率の向上を図る。

具体的な
施策内容

防火教室出向　4件
救急講習会出向　4件

●消防団，女性消防団員による防火教室や救急講習会をとおして，住民や子どもたちが楽しみながら防火・
防災に係る知識を学び，災害時において生命・身体保護の習得を図り，将来の地域防災などを支える人づく
りや火災予防を啓発することが期待され，消防団活動の活性化にもつながる。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 「チームせとうち」としての連携強化

【経費内訳】

2 1 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 987 （一般財源） 1,117

9 交際費 130

計 1,117 計 1,117

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 真の共生・協働によるまちづくりのため、町民・全国の郷友会・職員の連携強化を図る。

具体的な
施策内容

関西奄美会、関西瀬戸内会、関西古高会及び東京瀬戸内会等との意見交換会

●令和４年度においては、各郷友会の総会等が開催する傾向となったため、関西奄美会、関西瀬戸内会、関
西古高会及び東京瀬戸内会の総会等へ出席し、Iターン誘致のための農業支援等の町施策の説明及びふる
さと納税等への協力依頼を行った。今後も全国の郷友会（出身者等）との連携強化に努める。



款 項 目 6 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町進出企業支援補助金

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 進出企業支援補助金 1,000 一般財源 1,000

計 1,000 計 1,000

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

アフター/ウィズコロナ時代において、新しい生活スタイルや働き方に対応するために整備した本町
コワーキング施設（すこやか福祉センターＨＵＢ）の年間利用契約（５年間継続を確約）を締結する
企業に対し、補助金による支援をすることで、長期間利用を促す。支援金の使途については、町内
循環できるよう制限を設ける。

具体的な
施策内容

奄美大島本島外に本社を有し、現に町内に事業を有していない企業に対し、１業者あたり一律500
千円を支援する。
（交付条件として、５年間の利用契約締結・年間で12日以上施設を利用する事としている。）

令和３年度から事業実施。
令和４年度は島外企業２社に交付し、前年度から合計５社に交付している。今後の域内における、宿泊・飲食・アク
ティビティなどでの消費促進による経済の好循環が創出されることを期待している。　



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ふるさと応援基金事業　

【経費内訳】

2 1 19 事業
（単位：千円）

17 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 28,533 寄附金 77,931

10 需用費 361 繰入金 37,808

11 役務費 777

12 委託料 11,448 （一般財源） 16,758

13 使用料及び賃借料 13,183

18 負担金 264

24 積立金 77,931

計 132,497 計 132,497

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町ふるさと応援基金（ふるさと納税）に寄附していただいた方へ，本町特産品等を返礼す
ることにより瀬戸内町を全国へPRするとともに，町内事業所の活性化を図る。

具体的な
施策内容

ふるさと納税専門サイトを利用し，寄附者増を図るとともに全国へ本町特産品等をＰＲ。
　〇ふるさと納税サイト（ふるさとチョイス・さとふる・楽天・ＡＮＡ・ふるなび）
　〇業務委託によるポータルサイトの活性化と適正管理

●寄附金件数：3,495件（前年度3,091件）
●寄附額77,931,000円（前年度73,418,000円）
　前年度実績は上回ったが、令和２年、３年、４年と寄附金額は横ばい傾向であり、今後、各サイトのＰＲ強化
や画像のリニューアルを検討したい。また、事業者に協力をいただきながら、新しい特産品の開発等に取
組んでいきたい。



款 項 目 款 項 目 1

細
節

課名 企画課 係名 産業立地

会計区分 一般会計 会計名

事業名 企業版ふるさと納税

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

17 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

（以下の事業に充当） 002 (地方創生応援税制)企業版ふるさと応援寄付金 22,150

デジタルネットワークラボプロジェクト事業 5,500

再エネ活用西古見創生事業 3,000

持続可能な地域づくりに向けた戦略拠点形成事業 3,000

瀬戸内町地域提案型事業（空き家利活用） 650

瀬戸内町まち・ひと・しごと創生推進事業 10,000

計 22,150 計 22,150

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町が実施する持続可能なまちづくりを目的とした様々な施策に対し、ご賛同いただき、また、企
業版ふるさと納税を通じて応援くださる企業の皆様を募集する。

具体的な
施策内容

町ホームページ・広報紙、内閣府のポータルサイト、鹿児島銀行の「ふるさと一番」、JTBの「ふるさと
コネクト」で募集を行っている。また、寄附金を活用し、東京ＭＸによるシティプロモーション事業やデ
ジタルネットワークラボプロジェクト事業を実施した。瀬戸内町のＰＲを図るとともに、デジタル人材を
育成するための取組を行った。また、再エネ活用西古見創生事業、持続可能な地域づくりに向け
た戦略拠点形成事業、瀬戸内町地域提案型事業（空き家利活用）などにも寄附を活用させてい
ただいた。

●現在、脱炭素社会実現に向けた「大島海峡でのゼロカーボン推進プロジェクト」を具体的な取組として、
大手ポータルサイトで募集しているところであり、R4年度は県内外から７事業所22,150千円の寄附金をい
ただくことができ、寄附額は年々増加している。R5年度もさらにプロジェクトを新設し、企業版ふるさと納税
の獲得を図っていく。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ＳＤＧｓ社会への取組

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 200 一般財源 200

　 　 　 　 　

計 200 計 200

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
SDGsとは２０１５年９月に国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」のことである。
２０３０年に向けて持続可能な社会実現のために国際社会が取り組む１７の目標が設定されてお
り、地球上の「誰一人取り残さない」ことを目的とする。

具体的な
施策内容

①ジェンダー平等の観点から、研修会を開催（きゅら島交流館１Ｆ）
②低炭素社会へ向けた取組として...
　・豊かな海洋資源の活用として、ブルーエコノミーの取組
　・カーボンオフセットへの取組（藻場育成）
③大学SDGs　ACTION！　AWARDSへの協賛（20万円）（朝日新聞主催）
４年度　瀬戸内町賞受賞大学は、岩手県立大学宮古短期大学部「ドローン・水中ドローンを活用
した藻場再生」
④ポリエステル培地を用いたパインアップル栽培技術の検討・実証（農林課）
⑤ポリエステル培地を用いたコーシャマン種芋の生産栽培技術の検討・実証（農林課）

●令和３年度においては、R3.7.7に「瀬戸内町ゼロカーボンシティ宣言」を行い、再生可能エネルギーへの転換や、
海洋資源の再生などの施策展開を検討。また、各事業に携わる職員一人ひとりがSDGs社会の実現へ向けた意
識付けを図ることはもとより、多くの町民の方へ意識醸成を図れるよう、積極的に取り組んだ。今年度はいち早く、
農林課がポリエステル培地を活用した実証に取り組んでいただいた。
●令和4年度は、新事業として西古見観光拠点施設整備事業の補助（デジ田（地方創生タイプ）を獲得。5年度に
施設整備完成を目指し取り組んでいるところである。総工費2億円を計上し、補助率は1/2.それと同時に、再エネ
事業にも取り組んでいくこととしている。



款 項 目 5 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 男女共同参画

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 160 （一般財源） 160

計 160 計 160

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町民一人ひとりが、個人としての尊厳が尊重されること、性別による差別的扱いを受けないこと及
び家庭、地域、職場、学校その他のあらゆる活動において、個人として能力を発揮する機会が確
保される社会の実現として実施する。

具体的な
施策内容

男女共同参画地域推進委員と連携を取り、基礎講座や積極的に研修会へ参加し、他の地域との
情報交換や男女共同参画視点など意識強化に努める。また、町広報紙の掲載を続けることで町
民への周知を並行して行う。

●令和4年度、担当職員が行政担当者研修会へ参加し、法的定義や理想社会実現に向けての取組に対する
意識醸成を図ることができた。
　また、奄美大島5市町村の担当者が集い、各地域における課題などを共有することができ、今後のより良
い取り組推進に繋げられる有意義なものとすることができた。
　広報紙での周知・啓発においては、前年度同様、隔月での記事を掲載することがでた。
　令和５年度においても、「第３次瀬戸内町男女共同参画基本計画」策定に伴い、奄美大島5市町村との連
携を図りながら、地域の実情、状況に応じ、最適な取組を実施していきたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 DV被害者支援

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
配偶者等からの暴力等から早急に被害者を保護及び避難させることで、被害の拡大を防ぐことを
目的とする。

具体的な
施策内容

DV被害にあった方から相談があれば、保健師による相談内容の聞き取り、また警察や瀬戸内事
務所と連携し、被害者の保護に努める。
避難の必要がある場合は、避難先の手配を行う。

●DV相談件数： １件
保健師による相談内容の聞き取りを行い、警察の介入を含め、避難を促し被害の拡大を防ぐことができた。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 女性職員の活躍推進

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
多様な視点による新たな発想を入れ、活力ある社会を築くため、政策・方針決定過程への女性の
参画拡大を推進する。

具体的な
施策内容

・女性職員のスキルアップのための女性職員研修の実施
・他機関への女性職員出向

●過去において女性職員の採用が少ないことで、役職に占める女性職員の割合が伸びない。
●女性職員の出向機会の積極的な確保及び管理職に必要なマネジメント能力の付与のための研修実施に
より女性職員のキャリア形成の支援を行います。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ワーク・ライフ・バランスの取組推進

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

・私生活の充実による仕事の生産性の向上、人材確保及び優秀な人材の流出を防ぐ
・職員一人当たり・一月当たりの平均超過勤務２０時間以下
・育児休業の取得率男性３０％、女性１００％
・年次有給休暇の取得日数１５日以上

具体的な
施策内容

・出生サポート休暇制度の導入
・超過勤務縮減を実現するために課内調整を行う。
・同僚が休暇取得をしやすいよう、皆で協力して職場を支えていく意識を持つ。
・育児に関連した行事への参加など年次休暇を積極的に取得させるよう努める。

●令和４年度においては、不妊治療のみならず「妊娠に起因する症状」へも対応できるよう「出生サポート
休暇」とし、更なる出生への支援により女性職員の確保及び優秀な人材の流出を防ぐことが期待できる。
●超過勤務縮減については、職員一人当たり・一月当たりの平均超過勤務は7.9時間と目標を達成してい
る。今後も事業のスクラップ、事務の平準化、課内の協力体制を軸に対応していく。
●育児休業取得については、制度の周知及び職場の理解により、男性職員取得率28.5％と目標達成。
●年次有給休暇の取得日数については、全職員年間５日間取得を最低基準とし、年次休暇の計画的な取得
を図り、平均13.4日の取得ができた。今後も所属職員が相互にサポートしていく。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

3

4

1

1

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 職員の意識改革

【経費内訳】

2 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 講師謝金 273 （一般財源） 6,113

8 普通旅費（日額・帰任） 4,397

8 特別旅費（各種研修） 615

13 映像研修使用料 660

18 鹿児島県市町村振興協会負担金 168

計 6,113 計 6,113

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
「瀬戸内町職員人材育成基本方針」に基づく目指すべき職員像の実現
（１）住民の立場に立って行動する職員（２）住民に信頼される豊かな人間性を有する職員
（３）効率性を意識した行財政運営を行う職員（４）新たな課題にチャレンジする職員

具体的な
施策内容

・人事評価と人材基本方針の連動のための規程改正
・県（市町村課）、介護保険一部事務組、世界自然遺産センターへ派遣
・DX推進のための管理職研修（オンライン）、はじめてのデジタル変革（映像）
・映像研修の実施（①令和の接遇②メンタルヘルス③人事評価業績目標④マネジメントリーダー
シップ）

●コロナ禍により採用した映像研修等に加え、DX推進のための管理職研修及び全職員を対象とした「はじ
めてのデジタル変革（映像）」により、変革に対応するための職員のマインドセットを変える研修を実施。ま
た、人材育成基本方針における目指すべき職員像の具現化のため、「人事評価」を基本方針と連動させる改
正及び共に働く職員への協力や支え合い等の組織力向上に貢献する姿勢や行動についても評価する改正
を行った。今後、「人事評価」を人材育成ツールとして最大限活用するためにも、評価者の制度理解を深め
る研修を実施していく。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 組織再編

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

経費なし

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

２０５０年を見据え、デジタル社会や人口減少（高齢化社会）に対応し、住民の幸せ・ウェルビーイン
グな未来の構築のため、行政・住民が一体となりデジタル理解を深め、具体的な仕組み作りを展
開することを目的としてDX施策を推進する。
本町においては、「町民サービス」「教育」「行政運営」にデジタルファーストで取り組み、だれ一人
取り残さない、人に優しいデジタル化により、持続的なまちづくりを推進していく。

具体的な
施策内容

・「瀬戸内町デジタル未来宣言」発出
・フェロー委嘱（総合政策・教育部門において２名）
・「瀬戸内町DX推進計画」策定
・「デジタル変革条例」制定
・ＤＸ推進室創設（令和５年度創設）

●国で推進するデジタル田園都市国家構想の実現に向け、本町でもR4.10に「デジタル未来宣言」を発出。
また効果的・効率的なデジタル変革を推進するため、総合政策部門と教育部門において２名のフェローを委
嘱した。
　R5.1月に、デジタル化施策に関する全庁統一した基本的な考え方や取組の方向性を示すべく「瀬戸内町
ＤＸ推進計画」を策定、R5.3.月に「デジタル変革条例」を制定した。
　R5.４月から、新たに総務課内において「DX推進室」を設置し、本町におけるDX推進を円滑に進めること
としている。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

5

1

課名 総務課 係名 情報政策係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 情報発信の強化

【経費内訳】

2 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 3　印刷製本費 2,765 （一般財源） 4,528

12 249　情報発信強化事業 1,763

計 4,528 計 4,528

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 せとうち創生マニフェスト「情報発信の強化」の実現

具体的な
施策内容

町広報紙（広報せとうち）の内容の充実、瀬戸内町公式ホームページをはじめ、公式SNS
（フェイスブック・ツイッター・インスタグラム・ライン・ユーチューブ）を有効に活用した積極的な
行政情報の発信

●チームせとうち（町民、役場職員、全国郷友会）協力のもと、充実した広報紙ができた。また、町ホームページをは
じめ、SNSを有効に活用した情報発信を行うことができた。
今後も引き続き、情報発信の充実・強化の為、SNSなどのデジタルを活用するとともに、職員の情報発信に対する意
識醸成にも取り組む。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 総務課 係名 情報政策係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 情報発信の強化

【経費内訳】

2 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 1ラジオ放送業務 3,000 （一般財源） 3,000

計 3,000 計 3,000

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 せとうち創生マニフェスト「情報発信の強化」の実現

具体的な
施策内容

せとうちラジオ放送局と連携し、広報せとうちの内容を毎月紹介する番組を制作し、放送している。
また、災害時等に迅速に情報を発信できるよう役場庁舎内からの試験放送を定期的に実施して
いる。

●せとうちラジオ放送局と連携し、平時での行政ラジオ番組、災害時を想定した防災試験放送などを実施
する事が出来た。今後も引き続き、番組構成や内容の見直し等を行い、多くの方に聞い
てもらいやすいようブラッシュアップを行い、情報発信の強化・充実を図るよう努めたい。



款 項 目
1
1
1

款 項 目 2

細
節

課名 建設課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 加計呂麻島ターミナル整備事業

【経費内訳】
8
8
8

4
4
4

3
31
32

事業
（単位：千円）

15 2 34 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 588 001 （奄振）ターミナル施設整備事業費補助金 9,600

12 委託料 17,600 R3臨時交付金 6,520

13 使用料及び賃借料 120 （一般財源） 2,188

計 18,308 計 18,308

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

加計呂麻島の玄関口である瀬相集落に、新たにターミナル施設を整備し、多くの地域住民や船
舶利用者等の快適性と利便性の向上を図り、加えて、観光、物流、交流の機能を備え、『加計呂麻
島の地域振興に寄与する新たな戦略拠点』として位置づけ、賑わいにあふれた施設を目的として
いる。

具体的な
施策内容

令和3年度にまとめた基本設計を基に建設工事に必要な調査設計業務
 ・地質調査:N=1箇所（L=40m)※R3dの繰越事業
 ・実施設計:N=1式(A=430㎡）※R3dの繰越事業
 ・駐車場実施設計：N=1式（A=1,750㎡）

●意見結果を踏まえながら、施設建設等に必要な調査及び実施設計等を完了することができた。令和５年
度からの工事着手を目指し準備を進めていくこととする。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 企画 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

特定離島ふるさとおこし推進事業 194,403 県支出 147,875

町支出 46,528

計 194,403 計 194,403

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町の中でも特に自然条件等が厳しい加計呂麻・請・与路島を対象として，産業の振興，生活基
盤の整備，ソフト対策等住民生活に密着したきめ細かな諸事業を総合的に実施することにより，各
島の活性化を図る。

R4年度は産業の振興2事業、生活基盤の整備11事業の合計13事業を行った。
各事業共に必要性や緊急性が高い事業であり、加計呂麻・請・与路島の振興及び住民生活の改善に寄与す
るものとなった。
R5年度においても１5事業の実施が決定している。今後も事業を継続する事により、各島の住民生活に密着
した事業に取り組んでいく。
事業要望順位の設定方法は、各課からの要望希望順位や各集落からの要望書の提出、事業の緊急性等を
加味した上で、県への要望を行っている。

具体的な
施策内容

(1)産業の振興（2事業）
・共同利用農業施設整備事業（加計呂麻島）
・畜産振興施設整備事業（請島）　

(2)生活基盤の整備（11事業）
・諸鈍地区簡易水道整備事業　・請島ごみ処理施設整備事業
・与路島ごみ処理施設整備事業　・安脚場地区排水環境整備事業
・実久地区排水環境整備事業　・須子茂地区道路環境整備事業
・俵地区道路環境整備事業　・請島、与路港港湾施設整備事業
・島内連絡車両整備事業　・移動式図書館車整備事業（R5年度へ繰越）
・教育環境施設整備事業



款 項 目 款 項 目 1

細
節

課名 商工交通課 係名 船舶交通係

会計区分 特別会計 会計名 船舶交通事業特別会計

事業名 瀬戸内町離島住民運賃割引助成事業

【経費内訳】

1 3 1 事業
（単位：千円）

2 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

船舶費 3,007 船舶国庫補助金 1,503

船舶県補助金 752

町補助金 752

計 3,007 計 3,007

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
加計呂麻島に住民登録を有する住民の民生の安定と向上に資するため，住民の負担を軽減す
ることを目的とする。

具体的な
施策内容

航路は「瀬相～古仁屋～生間」航路とする。
対象者は加計呂麻島に住民登録を有する住民。

●令和５年３月末時点で702名が有効期限内の利用者として登録されている。令和５年３月末の加計呂麻島
人口1,044人に対して約7割の方が利用していると考えられる。有効期間3年のため既に加計呂麻島住民で
ない方も含まれるが、80歳以上には高齢者無料乗船があることを考えると助成事業として有効に住民に利
用されていると考える。
　財源として国庫補助で1/2、県1/4、町1/4となっている。
　例：大人片道360円の内90円補助（国45円、県22.5円、町22.5円）



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1～3

1～9

1～4

1

3

65

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）社会資本整備総合交付金事業

【経費内訳】

8 2 3 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

4
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1～2 給与　一般職等 3,918 1 社会資本整備交付金 80,724

3 職員手当等 2,046 1 地方債 41,000

4 共済費等 2,214

7 報償費 19 （一般財源） 6,823

8 旅費等 201

10～11 需用費等 2,545

12 測量設計委託料 11,000

13 使用料及び賃借料 2,284

14 工事請負費 104,320

計 128,547 計 128,547

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町は，台風襲来地帯であるなどの厳しい地理的・自然的条件下，近年の豪雨や台風により多く
の被害を受け孤立集落も発生していることから，災害時における緊急避難や救援のための道路
整備及び災害時の早期インフラ復旧のための災害に強い道路網を確立するとともに，近隣自治体
や主要道路（国道・県道）へのアクセス強化や群島内外の交流連携を強化することにより，産業・観
光の振興を支援し，安心安全で暮らせる生活空間を形成する目的としている。

具体的な
施策内容

・薩川実久線　改良延長　L=62.0m（暫定） W=4.0(5.0m)
　現場吹付法枠工A=386㎡　ブロック積工A=55㎡　安全施設工L=18ｍ
・秋徳佐知克線　改良延長　L=64.0m（暫定） W=4.0(5.0m)
　補強土壁工A=111㎡　現場吹付法枠工A=112㎡　モルタル吹付工A=49㎡
・秋徳佐知克線(1工区)　改良延長　L=68.0m（暫定） W=4.0(5.0m)【※R4繰越事業】
　補強土壁工A=151㎡　現場吹付法枠工A=42㎡　ブロック積工A=36㎡　排水工L=47ｍ
・阿木名伊須蘇刈線（伊須工区）　L=260m W=4.0(5.0m)
　測量設計業務１式　地質調査業務１式

●道路利用者への交通環境の配慮や，地域住民が安全で安心して利用できる道路空間の確保が図られ，更
には，災害に強い道路網が確立できたことにより，地域住民の生活安定に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 ※Ｒ３からの繰越事業

事業名 （奄振）社会資本整備総合交付金事業

【経費内訳】

8 2 30 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

33 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費　改良 22,315 1 社会資本整備交付金 15,620

1 地方債 6,600

（一般財源） 95

計 22,315 計 22,315

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町は，台風襲来地帯であるなどの厳しい地理的・自然的条件下，近年の豪雨や台風により多く
の被害を受け孤立集落も発生していることから，災害時における緊急避難や救援のための道路
整備及び災害時の早期インフラ復旧のための災害に強い道路網を確立するとともに，近隣自治体
や主要道路（国道・県道）へのアクセス強化や群島内外の交流連携を強化することにより，産業・観
光の振興を支援し，安心安全で暮らせる生活空間を形成する目的としている。

具体的な
施策内容

・秋徳佐知克線　改良延長　L=28m（暫定） W=4.0(5.0m)
　補強土壁工A=149㎡　ブロック積擁壁工A=11㎡
　現場吹付法枠工A=65㎡　鉄筋挿入工N=45本

●道路利用者への交通環境の配慮や，地域住民が安全で安心して利用できる道路空間の確保が図られ，更
には，災害に強い道路網が確立できたことにより，地域住民の生活安定に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

3

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）防災・安全交付金事業

【経費内訳】

8 2 4 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

4
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 1,683 4 防災・安全社会資本整備交付金 39,256

2 給与　一般職 2,551 1 地方債 20,700

3 職員手当等 1,664

4 共済費 1,519 （一般財源） 4,040

7 報償費 48

8 旅費 137

10～11 需用費等 114

12 委託料 9,200

13 使用料及び賃借料 201

14 工事請負費 46,880

計 63,996 計 63,996

【評価】

●道路施設の老朽化対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
自然災害に対する事前防災・減災対策を行うことにより，道路網の安全性・信頼性を向上
すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・道路災害防除（交付金）工事（俵工区）俵嘉入線【※R3繰越事業】
　現場吹付法枠工A=283㎡　モルタル吹付工A=95㎡　排水工L=30m
・道路災害防除（交付金）工事（諸鈍工区）諸鈍徳浜線
　現場吹付法枠工A=170㎡　モルタル吹付工A=111㎡　鉄筋挿入工N=12本
・道路災害防除（交付金）測量設計業務委託（伊子茂工区）於斉花富線 L=170m
　測量設計業務１式
・道路災害防除（交付金）測量設計業務委託（節子工区）網野子節子線 L=90m
　測量設計業務１式



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 ※Ｒ３からの繰越事業

事業名 （奄振）防災・安全交付金事業

【経費内訳】

8 2 31 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

33 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費　道路災害防除 18,728 2 防災・安全社会資本整備交付金 13,109

1 地方債 5,000

（一般財源） 619

計 18,728 計 18,728

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
自然災害に対する事前防災・減災対策を行うことにより，道路網の安全性・信頼性を向上
すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・道路災害防除（交付金）工事（俵1工区）俵嘉入線
　ブロック積工A=34㎡　横断暗渠工L=2.0m　縦排水工A=96㎡　安全施設工L=36m
・道路災害防除（交付金）工事（須子茂2工区）嘉入阿多地線
　舗装工A=232㎡　区画線工L=78m　流末排水工L=9.7m　張芝工A=161㎡

●道路の事前防災・減災対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

3

2

1

1

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）道路メンテナンス（補助金）事業

【経費内訳】

8 2 5 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

4
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 46 2 道路メンテナンス事業補助金 10,049

10 需用費 200 1 地方債 3,000

12 委託料 11,756

13 使用料及び賃借料 117

14 工事請負費 2,600 （一般財源） 1,670

計 14,719 計 14,719

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
道路施設の計画的な点検・修繕による老朽化対策を行うことにより，道路網の安全性・
信頼性を向上すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・橋梁補修（補助金）工事（アガレ橋）阿室管鈍線
　橋梁補修工　床版工L=6.49m(W=3.3m)
・橋梁補修（補助金）設計業務委託（中野橋・日の出橋）池地請阿室線
　橋梁補修設計業務　N=2.0式
・橋梁点検（補助金）業務委託　松花１号橋（阿室釜阿木名線）阿木名地内外
　橋梁点検・診断　N=19橋

●道路施設の老朽化対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 ※Ｒ３からの繰越事業

事業名 （奄振）道路メンテナンス（補助金）事業

【経費内訳】

8 2 32 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

33 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 12,250 3 防災・安全社会資本整備交付金 8,995

14 工事請負費 600 1 地方債 3,600

（一般財源） 255

計 12,850 計 12,850

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
道路施設の計画的な点検・修繕による老朽化対策を行うことにより，道路網の安全性・
信頼性を向上すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・橋梁補修（補助金）設計業務委託（アガレ橋・山田橋）阿室管鈍線・管鈍線
　橋梁補修設計業務　N=1.0式
・橋梁補修（補助金）設計業務委託（阿室釜橋）阿室釜阿木名線
　橋梁補修設計業務　N=1.0式
・橋梁補修（補助金）工事（アガレ橋）阿室管鈍線【R4現年合算】
　橋梁補修工　床版工L=6.49m(W=3.3m)

●道路施設の老朽化対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1～4 款 項 目
5
1

細
節

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（環境保全対策・道路環境整備）

【経費内訳】

8 2 7 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

11
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 48 2 道路環境整備事業費補助金 35,200

14 工事請負費（安脚場地区） 15,000 1 （辺地債）道路整備事業（安脚場地区） 3,000

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 48

14 工事請負費（実久地区） 13,500 （一般財源） 5,985

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 43

14 工事請負費（須子茂地区） 8,000

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 46

14 工事請負費（俵地区） 7,500

計 44,185 計 44,185

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
集落内における道路利用者の安全通行の確保及び集落内の住環境の改善を図る目的と
している。

具体的な
施策内容

・安脚場地区　三面張工 L=23.0m　かご工 A=64.0㎡
・実久地区　導流堤工 L=32.5m(H=2.7m)
・須子茂地区　排水工　L=63m 集水桝工 Ｎ=3基 舗装工 A=140㎡
・俵地区　ﾌﾞﾛｯｸ積工  L=5m(A=6㎡) 転落防止柵 L=39m
　　　　　　床版工 L=4.9m 舗装工 A=275㎡

●集落内の道路及び水路整備を実施したことにより，生活環境が改善され，地域住民の民生安定に寄与で
きた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 辺地対策道路整備事業

【経費内訳】

8 2 2 事業
（単位：千円）

21 1 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 89 地方債 10,200

14 (改良舗装)西黒間原線 10,500

（一般財源） 389

計 10,589 計 10,589

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 辺地対策事業費を導入し，地域社会資本の充実を図る目的としている。

具体的な
施策内容

・西黒間原線L=100m　舗装工(Co)A=400㎡　排水工L=90m

●車輛等の安全通行が確保されたことにより，地域の活性化が促進され民生安定の向上が図られた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 建設課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 防衛施設周辺環境整備事業

【経費内訳】

8 2 6 事業
（単位：千円）

14 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給料 2,682 003 防衛施設周辺環境整備事業費 36,522

3 職員手当等 1,116 （一般財源） 40,443

4 共済費 1,645

8 旅費 600

10 需用費 822

11 役務費 0

13 使用料及び賃借料 0

14 工事請負費 70,100

計 76,965 計 76,965

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町道嘉徳支線は瀬戸内分屯地への進入路であり，一般車両と自衛隊車両との離合困難
が発生しているため，離合解消する目的で道路整備を行うものである。

具体的な
施策内容

・瀬戸内分屯地周辺道路改修等（補助金）工事
　道路改良：L=260m(暫定）　盛土工V=11,270m3　地盤改良工　V=208m3
  現場吹付法枠工A=1,866㎡　擁壁工A=241㎡　排水工L=662m
 ※Ｒ５ｄまでの2カ年工事（債務負担行為）

●当該事業はにより、自衛隊基地車両との離合困難の解消が図られ、道路利用者の安心安全な通行が確保できる。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

1

1

1

2

3

5

1

1

1

1

課名 建設課 係名 森林土木係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）林道整備費

【経費内訳】

6 2 5 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給料 6,013 3 (奄振)林道整備事業費補助金 19,193

3 職員手当等 2,731 2 (辺地債)林道舗装事業 17,900

4 共済費 3,750

10 消耗品費 117 （一般財源） 11,396

10 燃料費 89

10 印刷製本費 125

11 通信運搬費 167

12 委託料 268

13 使用量及び賃借料 519

14 工事請負費 34,710

計 48,489 計 48,489

【評価】

ー154ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 林道の整備により、森林の適切な管理・地域産業の振興と住民の生活向上を推進する。

具体的な
施策内容

・舗装事業　勝浦東線　舗装延長　Ｌ＝462ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
・舗装事業　古 志 線　舗装延長　Ｌ＝179ｍ　Ｗ＝4.0ｍ

●勝浦東線の舗装工事は，H26年より実施して令和４年度に舗装完了。
　勝浦東線の財源が工事費に対して国50％、県10％である。
　古志線の財源が工事費に対して国１／３、県12％である。
　林道の整備により、森林の適切な管理・地域産業の振興と住民の生活向上に寄与できた。



款 項 目 3 款 項 目 2

細
節

3

1

1

課名 建設課 係名 森林土木係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県単）林道整備費

【経費内訳】

6 2 4 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 燃料費 47 3 県単林道事業補助金 5,996

13 使用料及び賃借料 48 3 (辺地債)県単林道整備事業 8,900

14 工事請負費 14,990

（一般財源） 189

計 15,085 計 15,085

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 林道の整備により、森林の適切な管理・地域産業の振興と住民の生活向上を推進する。

具体的な
施策内容

・改良事業　西阿室嘉入線　延長　Ｌ＝86ｍ
・改良事業　節子線　延長　Ｌ＝83ｍ

●財源は県40％である。
　林道の整備により、森林の適切な管理・地域産業の振興と住民の生活向上に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目
5
2

細
節

課名 建設課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（港湾施設整備）

【経費内訳】

8 4 5 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

11
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料 188 001 港湾施設整備事業費補助金 24,000

14 工事請負費 30,000 5 (過疎債)港湾施設整備事業（請島港） 6,100

（一般財源） 88

計 30,188 計 30,188

【評価】

ー156ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

請島の請阿室港内における、港湾施設用地（荷さばき地）は定期貨物船の荷さばき、請島内における公共工事等の資
材置き場として利用されているが、降雨時は、未舗装箇所の地盤が泥濘、荷さばき作業や車両等の進入に支障をきた
していることから、舗装の整備を行い施設の安全性の確保と施設利用者の利便性の向上を目的とする。また、潮位時
などにおいて船舶の乗り入れに支障をきたしていることから、階段を設置し、利用者の安全性を確保する、

具体的な
施策内容

港湾施設用地の舗装（Co) A=1,465㎡
階段工　N=2基

●港湾施設内の舗装及び階段設置を行ったことにより、施設の安全性と機能保全が図られ、施設利用者の
利便性や安全を確保することができた。



款 項 目 1 款 項 目
1
2

細
節

課名 建設課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 加計呂麻港改修事業（俵地区・瀬武地区）

【経費内訳】

8 4 2 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

4
6 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給料 4,804 001 （奄振）港湾改修事業費補助金 137,100

3 職員手当等 2,642 001 （過疎債）港湾改修事業（加計呂麻港） 126,700

4 共済費 3,549 （一般財源） 992

8 旅費 354

10 需用費 395

11 役務費 500

13 使用料及び賃借料 1,068

14 工事請負費 251,480

計 264,792 計 264,792

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

【加計呂麻港（俵地区）】
加計呂麻島内における社会資本整備に必要な建設資材等の安定供給を目的とした、建設資材専用岸壁の整備。
【加計呂麻港（瀬武地区）】
港湾施設の老朽化対策を行い、施設の安全性と利用者の利便性向上及び安全確保を目的とする。

具体的な
施策内容

【加計呂麻港（俵地区）】　※R5dへ繰越
　上部工V=421m3 基礎捨石工V=724m3　埋土工V=15,600m3　排水工L=491m
【加計呂麻港（瀬武地区）】※R5dへ繰越
　舗装工A=1,034㎡　取付舗装工A=39㎡　付属物工N=1式

【加計呂麻港（俵地区）】
●当該事業は、平成２７年度より実施しており早期完成に向け各年取り組んでいるところである。
　令和4年度においては、道路部における地権者との用地交渉に不測の期間を要したことと、岸壁整備における陸上施
工の検討により工事着手が遅延し、年度内に完成することが困難となり令和５年度へ繰越工事を行うこととなった。
（事業費ベースの進捗率：令和４年度８８％）
【加計呂麻港（瀬武地区）】
●施設の老朽化に伴う工事において、構造物取壊しに際し、騒音及び振動対策の検討に不測の日数を要したことか
ら、年度内に完成が困難となり、令和5年度へ繰越工事を行うこととなった。



款 項 目 1 款 項 目
2
3

細
節

課名 建設課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 水産基盤機能保全事業

【経費内訳】

6 3 2 事業
（単位：千円）

13
21

1
1

4
4

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 374 001 漁港施設使用料 210

10 需用費 1,285 002 （過疎債）漁港施設機能保全事業債 2,500

11 役務費 7 （一般財源） 11,590

12 委託料 9,134

14 工事請負費 2,500

18 負担金 1,000

計 14,300 計 14,300

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

花天地区の漁港施設において、荒天時、波浪の影響等に対する施設の機能強化をはかるための基本計画策定を行
い、事業実施について検討を行うこととする。
また、本町の漁港施設は、建設後、数十年以上が経過しており、経年劣化による、船揚場のエプロンのひび割れ及び凹
凸による水溜りが著しく酷く、施設の機能低下が認められ、施設の安全性が懸念されている状況であることから、長寿命
化修繕計画に基づく修繕を実施し、施設の機能保全を図り、漁港施設利用者の安全確保を目的とする。

具体的な
施策内容

①花天漁港　　：　基本設計業務　N=1式
②西古見漁港　：　船揚場補修　A=1㎡（V=0.3m3)
③久慈漁港　　：　船揚場補修　A=11㎡（V=3.0m3)　 

●現況を把握しつつ機能強化の必要性について検討を行い基本計画策定をまとめることができた。
今後は、施設利用者等の調整を行いながら合意形成を図り、事業実施に関する整備計画を進めていくことと
したい。
　また、老朽化している漁港施設を修繕したことにより、施設の機能保全が図られ、施設利用者の利便性や
安全を確保することができた。
　今後も、定期的に施設の巡視点検等を実施しながら、施設管理の充実を図り円滑な施設利用促進に努め
ていきたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 税務課 係名 課税係・収納係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 町財源の増加対策

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

なし なし

計 0 計 0

【評価】
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令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
・ホ－ムペ－ジ・広報紙の情報発信及び関係機関とも連携し滞納整理にも取り組みます。そのほ
か、「コンビニ収納」の普及、及びQRコードを活用した電子納付の取り組みによる町税収入の確保
を目的とする。

具体的な
施策内容

・「各税についての説明」，「収納の方法(コンビニ収納の詳細）」等について，ホームページや町公
式LINEを用いた納期期限の記載。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・収納については，第二・四水曜日の夜間相談や電話による相談を行い訪問徴収を通じて収納率
の向上に努めました。

●・滞納整理（差押）　８５件，　２,２２４千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・全体の収納件数　3８,０５１件　（内訳：コンビニ１０,２７６件，口座９,２９６件，窓口(金融機関含む）１８,４７９
件）・コンビニ収納については，前年から１,７２８件の増となっている。今後もホームページ・広報等に努め普
及を図りたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 財産管理課 係名 管財係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 町有財産有効活用事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

2 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 土地売払収入 6,225

計 0 計 6,225

【評価】

ー160ー

令和４年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 町有地において、未利用地を有効活用することにより、財源確保を目的とする。

具体的な
施策内容

町有地を事業用地として売却

●県の事業用地（原野2件）、採石場用地（原野1件）、町有地貸付用地（宅地2件）を売り払い財源確保に務
められることとなった。


